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RS 新法阻止で供給対策が加速～準特定地域の指定解除も
日本交通と国際自動車が300台
743台の枠に1,043台の申請

全タク連の１丁目一番地を放置するな！
論 風 一 陣

巻頭特集
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日本交通と国際自動車が300台
743台の枠に1,043台の申請

巻頭特集 RS新法阻止で供給対策が加速～準特定地域の指定解除も

国
土
交
通
省
が
「
コ
ロ
ナ
禍
で
減
少
し
た
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
数
は
、
現
在
、

各
地
域
に
お
い
て
順
次
回
復
し
て
い
る
」
と
し
な
が
ら
も
、
一
方
で
「
準
特
定

地
域
（
タ
ク
シ
ー
が
供
給
過
剰
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
地
域
）
に
お
い

て
、未
稼
働
車
両
が
存
在
し
て
い
る
」
と
し
た
上
で
、「
今
般
、『
地
域
の
足
』『
観
光
の
足
』

不
足
解
消
を
目
的
と
し
て
、地
域
に
お
け
る
未
稼
働
車
両
の
う
ち
一
定
の
割
合
（
30
％
）

の
車
両
に
つ
い
て
１
年
程
度
の
期
限
付
で
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
配
分
し
、
暫
定
的
に
車

両
を
活
用
で
き
る
こ
と
と
す
る
」
な
ど
と
し
て
、
唐
突
に
制
度
が
創
設
さ
れ
た
感
の
あ

る
「
準
特
定
地
域
に
お
け
る
タ
ク
シ
ー
未
稼
働
枠
活
用
制
度
」
に
お
い
て
は
、
全
国
62

地
域
で
１
４
６
７
台
の
暫
定
増
車
枠
（
来
年
３
月
末
ま
で
の
１
年
間
の
期
間
限
定
）
が

設
定
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
、
社
会
的
な
影
響
力
の
大
き
な
首
都
・
東
京
（
特
別
区
・
武

三
交
通
圏
）
だ
け
で
過
半
と
な
る
７
４
３
台
の
暫
定
増
車
枠
が
用
意
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
１
年
間
と
い
う
短
期
の
期
間
限
定
で
あ
り
な
が
ら
、
乗
務
員
の
充

足
率
が
高
い
69
社
か
ら
１
０
４
３
台
も
の
増
車
申
請
が
出
た
。
都
内
タ
ク
シ
ー
事
業
者

の
旺
盛
な
事
業
拡
大
意
欲
の
表
れ
と
も
言
え
そ
う
だ
。

　

大
手
の
日
本
交
通
と
そ
の
直
営
子
会
社
で
３
０
０
台
の
申
請
（
採
用
す
る
配
車
ア
プ

リ
は
「
Ｇ
Ｏ
」）
が
出
た
が
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
よ
う
な
形
で
、
同
じ
く
東
京
大
手
の

国
際
自
動
車
（
採
用
す
る
配
車
ア
プ
リ
は
「
Ｓ
．
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
」）
も
３
０
０
台
の
増
車

申
請
に
踏
み
切
っ
た
。
さ
ら
に
、日
の
丸
交
通（
採
用
す
る
配
車
ア
プ
リ
は「
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
」

な
ど
）
が
72
台
で
続
い
た
ほ
か
、
乗
務
員
の
充
足
率
が
高
い
事
業
者
を
中
心
に
、
東
京

無
線
所
属
の
日
興
自
動
車
グ
ル
ー
プ
、
東
京
タ
ク
シ
ー
グ
ル
ー
プ
、
ロ
イ
ヤ
ル
リ
ム
ジ

ン
グ
ル
ー
プ
の
関
東
自
動
車
交
通
な
ど
も
増
車
申
請
を
出
し
た
よ
う
だ
。

　

一
部
報
道
で
今
回
の
暫
定
増
車
で
は
申
請
し
な
い
と
さ
れ
て
い
た
大
和
自
動
車
交

通
（
江
東
）
も
、
申
請
を
出
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　

日
本
維
新
の
会
が
、
参
議
院
で
の
代
表
質
問
で
「
真
の
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
導
入
へ
の
推

進
法
案
を
、
近
く
国
会
に
提
出
す
る
予
定
だ
」
な
ど
と
提
起
す
る
中
で
、
地
域
的
・
時

間
的
な「
交
通
空
白
」の
解
消
と
タ
ク
シ
ー
供
給
力
の「
目
に
見
え
る
形
」で
の
増
強
は
、

国
交
省
に
と
っ
て
も
喫
緊
の
課
題
と
み
ら
れ
、「
こ
れ
か
ら
は
出
来
る
と
こ
ろ
に
や
っ

て
も
ら
う
」
と
す
る
様
々
な
形
で
の
施
策
が
相
次
い
で
国
交
省
か
ら
出
て
来
る
可
能
性

が
高
く
、
改
正
タ
ク
シ
ー
特
措
法
に
基
づ
く
準
特
定
地
域
の
解
除
も
視
野
に
入
っ
て
来

る
懸
念
も
出
て
来
た
。

〈
本
紙
編
集
長
＝
熊
澤　

義
一
〉



日
本
維
新
の
会
が
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
攻
勢

　

１
月
29
日
の
参
議
院
本
会
議
に
お
け
る

代
表
質
問
で
、
日
本
維
新
の
会
の
浅
田

均
・
参
議
院
会
長
が
「
日
本
維
新
の
会
で

は
、
真
の
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
導
入
へ
の
推
進

法
案
を
、
近
く
国
会
に
提
出
す
る
予
定
だ
」

な
ど
と
提
起
し
た
こ
と
に
加
え
、
同
じ
く

日
本
維
新
の
会
総
務
会
長
の
阿
部
司
・
衆

院
議
員
は
、
２
月
３
日
の
衆
議
院
予
算
委

員
会
に
お
い
て
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
解
禁
問

題
を
取
り
上
げ
た
中
で
、
日
本
版
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
に
関
し
て
「
業
界
自
ら
が
採
算
を

度
外
視
し
て
ま
で
形
だ
け
の
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
を
運
営
す
る
こ
と
で
、
真
の
競
争
環
境

の
整
備
を
阻
止
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
」
と
し
、「
こ
れ
は
既
得
権
益
に

よ
る
自
己
防
衛
の
典
型
例
で
は
な
い
か
」

な
ど
と
指
摘
し
た
ほ
か
、「
世
界
で
は
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
の
参
入
を
認
め

て
営
業
区
域
を
限
定
せ
ず
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
を
導
入
す
る
な
ど
、
柔

軟
な
制
度
設
計
が
当
た
り
前
と
な
っ
て
い

る
」
と
し
た
上
で
「
規
制
改
革
推
進
会
議

に
お
い
て
も
、
既
存
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者

だ
け
で
は
な
く
、
意
欲
と
技
術
の
あ
る

様
々
な
企
業
が
参
入
で
き
る
フ
ェ
ア
な
環

境
整
備
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
」
な
ど
と

訴
え
た
。

自
公
維
が
予
算
成
立
で
合
意
文
書

　

そ
の
日
本
維
新
の
会
は
、
少
数
与
党
で

の
国
会
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
自

民
・
公
明
の
両
党
と
２
月
25
日
、
自
民
党

の
石
破
茂
総
裁
︵
内
閣
総
理
大
臣
︶
と
公

明
党
の
斉
藤
鉄
夫
代
表
、
日
本
維
新
の
会

の
吉
村
洋
文
代
表
︵
大
阪
府
知
事
︶
の
３

者
が
国
会
内
で
会
談
し
、
高
校
を
中
心
と

し
た
教
育
無
償
化
と
社
会
保
険
料
の
引
き

下
げ
を
行
い
、
新
年
度
予
算
を
早
期
に
成

立
さ
せ
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
合
意
文
書

に
署
名
し
た
。
日
本
維
新
の
会
が
予
算
案

の
賛
成
に
ま
わ
る
こ
と
で
、
新
年
度
予
算

案
の
衆
議
院
通
過
と
、
成
立
が
確
実
な
状

況
と
な
っ
た
。

　

日
本
維
新
の
会
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
１

０
０
本
を
超
え
る
議
員
立
法
案
を
国
会
に

提
出
し
て
お
り
、
タ
ク
シ
ー
業
界
内
の
一

部
に
は
「
今
回
の
﹃
真
の
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

導
入
へ
の
推
進
法
案
︵
=
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

新
法
案
︶﹄
に
つ
い
て
も
、
そ
う
し
た
議

員
立
法
案
の
ひ
と
つ
で
は
な
い
か
」
な
ど

と
楽
観
視
す
る
見
方
も
あ
る
が
、
夏
の
参

院
議
員
選
挙
を
視
野
に
、
政
局
が
ど
う
変

化
す
る
か
は
不
透
明
だ
。

国
交
省
は
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
新
法
阻
止
へ

　

そ
う
し
た
中
で
、
国
土
交
通
省
の
管
轄

外
で
の
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
新
法
の
阻
止
に
向

け
た
、
国
交
省
の
動
き
は
素
早
く
、
大
阪

タ
ク
シ
ー
協
会
が
反
対
す
る
中
で
の
、
大

阪
・
関
西
万
博
の
開
幕
を
控
え
、
日
本
維

新
の
会
が
地
盤
と
す
る
大
阪
に
お
け
る

「
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
府
内
全
域
・

24
時
間
運
行
︵
=
万
博
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
︶」

の
容
認
、
さ
ら
に
は
、
社
会
的
な
影
響
力

の
大
き
な
首
都
・
東
京
︵
特
別
区
・
武
三

交
通
圏
︶
を
狙
い
撃
ち
す
る
よ
う
な
、
準

特
定
地
域
に
お
け
る
タ
ク
シ
ー
未
稼
働
枠

を
活
用
し
た
期
間
限
定
の
暫
定
増
車
制
度

の
唐
突
な
導
入
な
ど
、
供
給
過
剰
の
お
そ

れ
の
あ
る
地
域
と
し
て
自
由
な
経
済
活
動

を
制
約
す
る
権
利
制
限
的
な
改
正
タ
ク

シ
ー
特
措
法
を
運
用
し
な
が
ら
、
そ
の
法

の
趣
旨
と
は
矛
盾
す
る
施
策
を
、
相
次
い

で
打
ち
出
し
て
い
る
状
況
だ
。

　

準
特
定
地
域
に
お
け
る
タ
ク
シ
ー
未
稼

働
枠
の
活
用
で
は
、
全
国
62
地
域
で
１
４

６
７
台
の
暫
定
増
車
枠
︵
来
年
３
月
末
ま

で
の
１
年
間
の
期
間
限
定
︶
の
う
ち
、
社

会
的
な
影
響
力
の
大
き
な
首
都
・
東
京

︵
特
別
区
・
武
三
交
通
圏
︶
だ
け
で
過
半

と
な
る
７
４
３
台
の
暫
定
増
車
枠
が
設

定
さ
れ
た
。

　

そ
れ
だ
け
、
タ
ク
シ
ー
供
給
不
足
に
よ

る
「
交
通
空
白
」
の
地
域
や
時
間
帯
を
出

来
る
限
り
早
く
解
消
し
て
、
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
新
法
に
対
す
る
正
当
性
を
希
薄
化
さ

せ
、
現
行
の
道
路
運
送
法
や
改
正
タ
ク

シ
ー
特
措
法
の
枠
組
み
を
駆
使
す
る
中

で
、
本
来
の
法
文
の
趣
旨
を
拡
大
解
釈
し

て
で
も
、
国
交
省
の
管
轄
外
で
の
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
新
法
を
阻
止
し
た
い
、
と
い
う
危

機
感
と
思
惑
が
透
け
て
見
え
る
。

７
４
３
台
に
69
社
１
０
４
３
台

　

東
京
都
特
別
区
・
武
三
交
通
圏
で
は
、

準
特
定
地
域
に
お
け
る
タ
ク
シ
ー
未
稼
働

枠
活
用
制
度
に
お
い
て
、
設
定
さ
れ
た
期

間
限
定
の
暫
定
増
車
枠
７
４
３
台
を
大
き

く
上
回
る
、
69
社
か
ら
１
０
４
３
台
も
の

申
請
が
出
て
、
そ
の
う
ち
東
京
大
手
・
日

本
交
通
お
よ
び
直
営
子
会
社
で
３
０
０

台
、
業
務
提
携
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
で

約
１
０
０
台
の
計
４
０
０
台
ほ
ど
と
、
過

半
と
な
る
暫
定
増
車
が
日
本
交
通
グ
ル
ー

プ
だ
け
で
申
請
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

交
通
資
料
社
︵
二
村
好
彦
社
長
、
東
京

都
荒
川
区
︶
に
よ
る
東
京
都
特
別
区
・
武

三
地
区
の
各
社
別
月
間
タ
ク
シ
ー
輸
送
実

績
で
は
、
日
本
交
通
お
よ
び
直
営
子
会
社

２
７
社
で
、
保
有
台
数
平
均
の
営
収
ラ
ン

ク
に
お
い
て
上
位
50
社
中
の
過
半
数
を
占

め
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
を
含
め
る
と
上

位
50
社
中
30
社
を
超
え
る
状
況
だ
。

　

高
稼
働
・
高
営
収
の
日
本
交
通
グ
ル
ー

プ
だ
け
で
、
特
別
区
・
武
三
交
通
圏
に
設

定
さ
れ
た
期
間
限
定
の
暫
定
増
車
枠
７
４

３
台
の
過
半
と
な
る
約
４
０
０
台
の
増
車

申
請
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
最
終
的
な

暫
定
増
車
枠
の
按
分
結
果
と
し
て
も
多
く

の
増
車
車
両
数
が
配
分
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。「
こ
れ
か
ら
は
出
来
る
と
こ
ろ
に
や
っ

て
も
ら
う
」
と
い
う
国
交
省
の
方
向
性
と

も
合
致
す
る
こ
と
に
な
り
、
か
つ
て
の
、

業
界
全
体
で
の
”護
送
船
団
方
式
“は
過
去

の
遺
物
と
な
り
、「
供
給
力
の
増
強
=
供

給
調
整
の
廃
止
」
に
も
繋
が
る
こ
と
か
ら
、

日
本
交
通
の
川
鍋
一
朗
オ
ー
ナ
ー
︵
全
タ

ク
連
会
長
・
東
タ
ク
協
会
長
︶
が
昨
年
、

強
く
主
張
し
て
い
た
準
特
定
地
域
指
定
の

解
除
の
方
向
性
も
、
今
年
は
現
実
味
を
増

2



● 準特定地域における期間限定のタクシー暫定増車枠
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す
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

　

改
正
タ
ク
シ
ー
特
措
法

の
基
準
年
と
な
っ
て
い

る
平
成
13
年
度
は
迎
車
が

ス
リ
ッ
プ
メ
ー
タ
ー
方
式

だ
っ
た
た
め
、
迎
車
回
送

距
離
の
一
部
が
実
車
距
離

扱
い
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
迎
車
回
送
分
の
１
回
当

た
り
の
実
車
キ
ロ
を
、
配

車
ア
プ
リ
の
登
場
で
急
増

し
て
い
る
現
在
の
迎
車
回

数
に
掛
け
合
わ
せ
れ
ば
「
日

車
実
車
キ
ロ
は
簡
単
に
指

定
解
除
の
数
値
に
な
る
」
と

す
る
都
内
事
業
者
の
見
方



も
あ
る
。

　

日
本
交
通
と
業
務
提
携
し
て
い
る
中
堅

の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
事
業
者
は
「
準
特

定
地
域
の
指
定
が
解
除
さ
れ
た
ら
、
当
社

は
増
車
に
走
る
」
な
ど
と
し
て
お
り
、
特

に
大
都
市
部
で
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
採

用
す
る
配
車
ア
プ
リ
も
含
め
た
グ
ル
ー
プ

ご
と
の
熾
烈
な
差
別
化
と
ブ
ロ
ッ
ク
化
が

進
む
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

日
本
交
通
と
国
際
自
動
車
が
３
百
台

　

準
特
定
地
域
で
あ
る
特
別
区
・
武
三
交

通
圏
に
お
け
る
タ
ク
シ
ー
未
稼
働
枠
活
用

の
暫
定
増
車
枠
７
４
３
台
に
対
す
る
増
車

申
請
で
は
、
大
手
の
日
本
交
通
と
そ
の
直

営
子
会
社
で
３
０
０
台
の
申
請
︵
採
用
す

る
配
車
ア
プ
リ
は
「
Ｇ
Ｏ
」︶
が
出
た
が
、

こ
れ
に
対
抗
す
る
よ
う
な
形
で
、
同
じ
く

東
京
大
手
の
国
際
自
動
車
︵
採
用
す
る
配

車
ア
プ
リ
は
「
Ｓ
.
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
」︶
も
３

０
０
台
の
増
車
申
請
に
踏
み
切
っ
た
。
さ

ら
に
、
日
の
丸
交
通
︵
採
用
す
る
配
車
ア

プ
リ
は
「
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
」
な
ど
︶
が
72
台
で

続
い
た
ほ
か
、
乗
務
員
の
充
足
率
が
高
い

事
業
者
を
中
心
に
、
東
京
無
線
所
属
の
日

興
自
動
車
グ
ル
ー
プ
、
東
京
タ
ク
シ
ー
グ

ル
ー
プ
、
ロ
イ
ヤ
ル
リ
ム
ジ
ン
グ
ル
ー
プ

の
関
東
自
動
車
交
通
な
ど
も
増
車
申
請
を

出
し
た
よ
う
だ
。

　

一
部
報
道
で
今
回
の
暫
定
増
車
で
は
申

請
し
な
い
と
さ
れ
て
い
た
大
手
の
大
和
自

動
車
交
通
︵
江
東
︶
も
、
申
請
を
出
し
た

と
み
ら
れ
る
。

　

最
終
的
に
、
７
４
３
台
の
枠
に
対
し
て
、

１
年
の
期
間
限
定
で
の
暫
定
増
車
で
も

あ
っ
て
も
69
社
か
ら
１
０
４
３
台
も
の
申

請
が
出
た
こ
と
は
、
特
に
、
乗
務
員
の
充

足
率
が
高
い
都
内
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
旺

盛
な
事
業
拡
大
意
欲
の
表
れ
と
も
言
え
そ

う
だ
。

特
別
区
武
三
以
外
は
増
車
申
請
ゼ
ロ

　

国
交
省
と
し
て
は
、
タ
ク
シ
ー
供
給
力

の
増
強
と
い
う
観
点
か
ら
、
需
給
判
断
の

数
字
上
は
過
剰
で
も
タ
ク
シ
ー
の
実
働
率

が
50
~
60
％
台
︵
特
別
区
・
武
三
交
通
圏

で
も
実
働
率
は
約
70
％
︶
程
度
と
い
う
地

域
が
多
い
中
で
、
多
く
の
乗
務
員
を
採
用

し
て
、
そ
れ
ら
の
地
域
に
お
い
て
車
庫
で

眠
っ
て
い
る
遊
休
タ
ク
シ
ー
の
分
を
稼
働

さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
タ
ク
シ
ー
事
業
者

に
、
こ
れ
か
ら
は
や
っ
て
も
ら
う
、
と
い

う
方
向
性
を
示
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。

　

東
京
︵
特
別
区
・
武
三
交
通
圏
︶
は
、

そ
の
象
徴
的
な
ケ
ー
ス
と
言
え
る
も
の

の
、
関
東
運
輸
局
管
内
で
は
、
神
奈
川

県
小
田
原
交
通
圏
︵
暫
定
増
車
枠
４
台
︶、

埼
玉
県
県
北
︵
３
台
︶、
茨
城
県
水
戸
中

央
︵
２
台
︶
と
同
県
南
︵
４
台
︶、
栃
木

県
県
南
︵
４
台
︶
の
５
交
通
圏
17
台
に
は
、

暫
定
増
車
の
申
請
は
出
な
っ
た
。
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
観
光
客
が
多
数
訪
れ
る
主
要
観
光

地
を
除
く
と
、
地
方
経
済
が
疲
弊
す
る
中

で
の
乗
務
員
不
足
が
深
刻
な
、
地
方
タ
ク

シ
ー
の
実
情
を
如
実
に
表
し
た
格
好
だ
。

暫
定
ト
ラ
イ
ア
ル
の
意
味
は
あ
っ
た

　

関
東
運
輸
局
の
矢
吹
尚
子
・
自
動
車
交

通
部
長
は
、
２
月
19
日
に
開
か
れ
た
定
例

記
者
会
見
に
お
い
て
、
管
内
で
の
暫
定
増

車
申
請
に
関
す
る
感
想
を
問
わ
れ
て
、「
皆

さ
ん
︵
タ
ク
シ
ー
事
業
者
︶
が
ど
う
動
か

れ
る
か
、
枠
が
あ
れ
ば
増
車
し
て
し
ま
う

の
か
、
そ
れ
と
も
そ
う
で
は
な
い
の
か
、

と
い
う
部
分
は
、
や
っ
て
み
て
分
か
っ
た

こ
と
だ
」
と
し
た
上
で
、「
や
っ
て
み
な

い
と
分
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
う
い
う
と
こ

ろ
で
も
、
暫
定
で
ト
ラ
イ
ア
ル
し
た
意
味

は
あ
っ
た
か
な
と
思
う
」
と
す
る
考
え
を

示
し
た
。

　

続
け
て
、「
す
ぐ
に
稼
働
が
出
来
る
事

業
者
と
い
う
制
約
が
あ
り
、
車
両
を
増
や

す
よ
り
も
ド
ラ
イ
バ
ー
を
増
や
す
こ
と
の

方
が
大
変
な
中
で
、
手
が
挙
が
る
地
域
と

挙
が
ら
な
い
地
域
、
手
を
挙
げ
ら
れ
る
会

社
と
挙
げ
ら
れ
な
い
会
社
と
い
う
こ
と

が
、
よ
り
鮮
明
に
な
っ
て
来
た
の
で
は
な

い
か
」
な
ど
と
す
る
見
方
も
示
し
た
。

　

暫
定
増
車
枠
の
７
４
３
台
を
超
え
る
申

請
が
出
た
特
別
区
・
武
三
交
通
圏
に
つ
い

て
は
、
配
分
案
に
つ
い
て
の
意
見
聴
取
の

た
め
の
準
特
定
地
域
協
議
会
が
２
月
27
日

付
で
書
面
開
催
と
な
り
、
３
月
10
日
ま
で

に
意
見
集
約
さ
れ
、
年
度
内
に
処
分
。
４

月
１
日
か
ら
１
年
間
の
期
間
限
定
で
暫
定

増
車
タ
ク
シ
ー
車
両
が
稼
働
す
る
こ
と
に

な
る
見
通
し
だ
。

１
社
当
た
り
の
最
大
配
分
は
21
台

　

特
別
区
・
武
三
交
通
圏
で
は
７
４
３
台

の
暫
定
増
車
枠
に
対
し
て
１
０
４
３
台
も

の
増
車
申
請
が
出
た
こ
と
か
ら
、
乗
務
員

の
充
足
率
に
応
じ
た
按
分
︵
保
有
タ
ク

シ
ー
１
台
当
た
り
の
乗
務
員
充
足
率
が
高

い
事
業
者
か
ら
１
台
ず
つ
順
番
に
配
分

し
、
７
４
３
台
の
増
車
枠
が
無
く
な
る
ま

で
こ
れ
を
繰
り
返
す
︶
が
行
わ
れ
る
見
通

し
で
、
そ
の
結
果
、
最
も
申
請
車
両
数
が

多
い
事
業
者
で
も
配
分
は
１
社
21
台
が
上

限
と
な
る
も
よ
う
だ
。

　

計
３
０
０
台
を
申
請
し
た
日
本
交
通
や

国
際
自
動
車
、
計
72
台
を
申
請
し
た
日
の

丸
交
通
な
ど
は
、
営
業
所
単
位
な
ど
で
別

法
人
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
営
業
所
単
位

な
ど
で
の
別
法
人
ご
と
に
期
間
１
年
の
暫

定
増
車
が
21
台
を
最
大
に
配
分
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

　

た
だ
し
、
保
有
タ
ク
シ
ー
１
台
当
た
り

の
乗
務
員
充
足
率
が
高
い
事
業
者
か
ら

１
台
ず
つ
順
番
に
按
分
し
て
配
分
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
た
め
、
申
請
台
数
の
少
な

い
事
業
者
ほ
ど
配
分
率
が
高
く
な
る
傾

向
に
あ
る
よ
う
で
、
例
え
ば
、
２
台
の
暫

定
増
車
申
請
で
配
分
も
２
台
と
い
う
配

分
率
が
１
０
０
％
と
な
る
ケ
ー
ス
も
出

て
い
る
よ
う
だ
。

７
４
３
台
は
稼
働
車
両
の
４
・
２
％

　

今
年
４
月
以
降
、
特
別
区
・
武
三
交
通

4
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圏
で
は
７
４
３
台
も
の
タ
ク
シ
ー
が
新
た

に
市
場
投
入
さ
れ
て
運
行
を
開
始
す
る
こ

と
に
な
る
が
、
特
別
区
・
武
三
交
通
圏
の

法
人
タ
ク
シ
ー
は
約
２
万
５
０
０
０
台

で
、
実
働
率
は
平
均
で
70
％
程
度
と
い
う

こ
と
か
ら
実
際
に
稼
働
し
て
い
る
の
は
約

１
万
７
５
０
０
台
。
暫
定
増
車
の
７
４
３

台
は
、
わ
ず
か
４
・
２
％
に
し
か
過
ぎ
な

い
。
こ
の
数
字
が
大
き
い
か
、
小
さ
い
か

は
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
需
給
バ
ラ

ン
ス
を
大
き
く
変
え
る
ほ
ど
の
供
給
増
強

に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
新
規

参
入
や
増
車
を
原
則
認
め
な
い
タ
ク
シ
ー

特
措
法
ス
キ
ー
ム
に
よ
る
事
業
運
営
が
長

ら
く
続
い
た
こ
と
も
あ
り
、「
準
特
定
地

域
に
お
け
る
増
車
」
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
絶

大
で
、
今
後
じ
わ
じ
わ
と
そ
の
影
響
が
浸

透
し
て
行
く
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

主
要
政
令
指
定
都
市
で
も
枠
は
出
ず

　

唐
突
に
打
ち
出
さ
れ
た
感
の
あ
る
、
今

回
の
準
特
定
地
域
に
お
け
る
タ
ク
シ
ー
未

稼
働
枠
を
活
用
し
た
期
間
限
定
で
の
暫
定

増
車
に
つ
い
て
、
国
交
省
で
は
「
コ
ロ
ナ

禍
で
減
少
し
た
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
数

は
、
現
在
、
各
地
域
に
お
い
て
順
次
回
復

し
て
い
る
と
こ
ろ
」
と
し
な
が
ら
も
、「
一

方
で
、
準
特
定
地
域
︵
タ
ク
シ
ー
が
供
給

過
剰
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
地
域
︶
に
お
い
て
、
未
稼
働
車
両
が
存

在
し
て
い
る
」
と
し
た
上
で
、「
今
般
、﹃
地

域
の
足
﹄﹃
観
光
の
足
﹄
不
足
解
消
を
目

的
と
し
て
、
地
域
に
お
け
る
未
稼
働
車
両

の
う
ち
一
定
の
割
合
︵
30
％
︶
の
車
両
に

つ
い
て
１
年
程
度
の
期
限
付
で
タ
ク
シ
ー

事
業
者
に
配
分
し
、
暫
定
的
に
車
両
を
活

用
で
き
る
こ
と
と
す
る
」
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
各
地
方
運
輸
局
は
１

月
28
日
お
よ
び
30
日
、「
準
特
定
地
域
に

お
け
る
タ
ク
シ
ー
未
稼
働
枠
の
暫
定
活
用

に
つ
い
て
」
を
公
示
し
た
。

　

国
交
省
で
は
、
当
初
、
準
特
定
地
域
に

お
け
る
タ
ク
シ
ー
未
稼
働
枠
の
暫
定
活
用

︵
期
間
限
定
増
車
︶
に
つ
い
て
は
、
未
稼

働
枠
が
存
在
す
る
地
域
の
う
ち
、
①
各
地

方
運
輸
局
等
に
お
け
る
最
大
車
両
数
の
営

業
区
域
︵
指
定
地
域
=
北
海
道
札
幌
、
宮

城
県
仙
台
市
、
石
川
県
金
沢
、
東
京
都
特

別
区
・
武
三
、
愛
知
県
名
古
屋
、
大
阪
市
域
、

広
島
、
愛
媛
県
松
山
、
福
岡
、
沖
縄
本
島

の
各
交
通
圏
な
ど
︶、
②
暫
定
活
用
を
希

望
す
る
事
業
者
が
存
在
す
る
地
域

Ｉ
と

し
て
い
た
が
、
暫
定
増
車
が
来
年
３
月
３

１
日
ま
で
の
約
１
年
間
の
期
間
限
定
と
短

期
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
全
国
す
べ
て
の

営
業
区
域
に
お
い
て
機
械
的
に
算
出
=
令

和
６
年
度
の
需
給
状
況
判
断
結
果
に
お
け

る
必
要
車
両
数
－
︵
令
和
５
年
度
末
車
両

数
×
令
和
５
年
度
実
働
率
︶
×
30
％
、
さ

れ
た
暫
定
増
車
可
能
車
両
数
が
公
示
さ

れ
、
２
月
７
日
も
し
く
は
２
月
10
日
︵
中

部
運
輸
局
の
み
︶
ま
で
申
請
受
付
が
実
施

さ
れ
た
。

　

こ
の
う
ち
、
地
方
運
輸
局
・
沖
縄
総
合

事
務
局
管
内
の
最
大
都
市
を
含
む
指
定
地

域
で
は
、
準
特
定
地
域
の
指
定
が
解
除
さ

れ
て
い
る
名
古
屋
交
通
圏
︵
名
古
屋
市
︶

と
沖
縄
本
島
︵
那
覇
市
︶
の
ほ
か
、
算
出

さ
れ
た
値
が
２
以
上
と
な
ら
な
か
っ
た
、

石
川
県
の
金
沢
交
通
圏
︵
金
沢
市
、
１
︶、

広
島
交
通
圏
︵
広
島
市
、
マ
イ
ナ
ス
１
︶、

愛
媛
県
の
松
山
交
通
圏
︵
松
山
市
、
マ
イ

ナ
ス
31
︶
が
暫
定
増
車
の
対
象
外
と
な
り
、

増
車
枠
は
設
定
さ
れ
な
か
っ
た
。
四
国
運

輸
局
管
内
と
沖
縄
総
合
事
務
局
管
内
は
暫

定
増
車
枠
が
ゼ
ロ
だ
っ
た
。

　

主
要
な
政
令
指
定
都
市
を
含
む
交
通
圏

で
は
、
神
奈
川
県
の
京
浜
交
通
圏
︵
横
浜

市
や
川
崎
市
︶、
千
葉
交
通
圏
︵
千
葉
市
︶、

埼
玉
県
南
中
央
交
通
圏
︵
さ
い
た
ま
市
︶

な
ど
で
も
暫
定
増
車
枠
は
設
定
さ
れ
な

か
っ
た
。

準
特
定
地
域
の
指
定
解
除
も
視
野
に

　

一
方
で
、
今
回
の
暫
定
増
車
は
、
令
和

５
年
度
実
績
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
早
く
も
令
和
６
年
度
実
績
に
基
づ

く
暫
定
増
車
の
扱
い
に
注
目
が
集
ま
っ
て

い
る
ほ
か
、「
供
給
過
剰
と
な
る
お
そ
れ

が
あ
る
地
域
」
と
し
て
新
規
参
入
や
増
車

を
制
限
し
て
来
た
準
特
定
地
域
に
お
け
る

供
給
不
足
対
策
の
期
間
限
定
増
車
だ
け

に
、
準
特
定
地
域
の
指
定
解
除
を
視
野
に

入
れ
た
国
交
省
に
よ
る
制
度
運
用
方
針
の

変
更
で
は
な
い
の
か
、
と
の
懸
念
と
関
心

の
両
方
の
見
方
が
出
て
い
る
状
況
だ
。

日
本
版
Ｒ
Ｓ
、
全
国
平
均
０
・
３
回

　

そ
う
し
た
中
で
、
タ
ク
シ
ー
の
供
給
不

足
を
補
完
す
る
、
と
い
う
位
置
付
け
の
、

日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
︵
道
路
運
送
法
78

条
３
号
に
基
づ
く
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に

よ
る
自
家
用
車
活
用
事
業
︶
に
つ
い
て
も
、

国
交
省
が
１
週
間
単
位
で
①
実
施
事
業
者

数
、
②
稼
働
状
況
、
③
マ
ッ
チ
ン
グ
率

Ｉ
な
ど
を
公
表
し
て
い
る
。

　

直
近
と
な
る
２
月
16
日
付
で
の
状
況
を

み
る
と
、
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
実
施

事
業
者
数
は
、
先
行
し
た
大
都
市
部
の
１

２
地
域
︵
北
海
道
札
幌
・
宮
城
県
仙
台
市
・

埼
玉
県
南
中
央
・
千
葉
・
東
京
都
特
別
区

武
三
・
神
奈
川
県
京
浜
・
愛
知
県
名
古
屋
・

京
都
市
域
・
大
阪
市
域
・
兵
庫
県
神
戸
市

域
・
広
島
・
福
岡
︶
の
合
計
で
４
２
４
事

業
者
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
そ
の
他
の
地

域
で
も
４
４
３
事
業
者
が
日
本
版
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
に
取
り
組
ん
で
い
る
状
況
だ
。

　

一
方
で
、
稼
働
状
況
で
は
、
１
台
１
時

間
当
た
り
１
回
以
上
の
運
行
回
数
を
確
保

し
て
い
る
の
は
、
大
都
市
部
で
は
、
札
幌

の
約
１
・
５
回
、
仙
台
市
の
約
１
・
３
回
、

特
別
区
・
武
三
の
約
１
・
４
回
、
京
浜
の

約
１
回
、
名
古
屋
の
約
１
・
８
回
、
京
都

市
域
の
約
１
回
、
広
島
の
約
１
・
１
回
な

ど
で
、
埼
玉
県
南
中
央
は
約
０
・
３
回
と

特
に
少
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

大
都
市
部
の
12
地
域
以
外
で
は
、
１
台

１
時
間
当
た
り
１
回
以
上
の
運
行
回
数
を

確
保
し
て
い
る
地
域
は
ゼ
ロ
、
多
く
て
１

台
１
時
間
当
た
り
０
・
５
回
で
、
０
・
１

~
０
・
３
回
が
大
半
と
な
っ
て
お
り
、
採

算
の
確
保
が
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る

よ
う
だ
。



　

全
国
累
計
で
は
、
登
録
ド
ラ
イ
バ
ー
数

が
７
０
６
３
人
で
稼
働
台
数
９
万
４
７
３

７
台
、
運
行
回
数
51
万
６
５
２
１
回
で
、

１
台
１
時
間
当
た
り
の
運
行
回
数
は
約

０
・
３
回
と
な
っ
て
い
る
。

特
区
武
三
で
全
国
の
６
割
を
占
め
る

　

日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
運
行
は
、
全

国
的
に
は
低
調
な
成
績
と
な
っ
て
い
る

が
、
配
車
ア
プ
リ
に
よ
る
需
要
が
旺
盛
な

東
京
都
特
別
区
・
武
三
交
通
圏
に
お
い
て

は
、
登
録
ド
ラ
イ
バ
ー
数
が
３
２
４
８
人

で
稼
働
台
数
５
万
７
０
１
４
台
、
運
行
回

数
33
万
３
０
６
７
回
で
、
１
台
１
時
間
当

た
り
の
運
行
回
数
は
約
１
・
４
回
と
な
っ

て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
数
値
は
、
登
録
ド
ラ
イ
バ
ー

数
で
全
国
の
46
％
、
稼
働
台
数
で
全
国
の

60
・
２
％
、
運
行
回
数
で
全
国
の
64
・
５
％

を
占
め
、
１
台
１
時
間
当
た
り
の
運
行
回

数
は
全
国
平
均
の
４
・
７
倍
と
な
っ
て
い

る
。
自
家
用
車
の
持
込
で
の
遠
隔
点
呼
が

普
及
し
て
い
る
特
別
区
・
武
三
の
日
本
版

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
、「
十
分
に
採
算
ベ
ー
ス

に
乗
っ
て
い
る
」
と
の
声
も
あ
る
状
況
だ
。

時
給
２
６
１
５
円
で
運
転
者
募
集

　

そ
う
し
た
中
で
、
大
手
の
日
本
交
通
は
、

10
月
15
日
ま
で
の
期
間
限
定
な
が
ら
「
時

給
２
６
１
５
円
」︵
１
月
支
給
分
の
平
均

時
給
額
。
時
給
２
０
０
０
円
＋
歩
合
給
︶

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

の
ド
ラ
イ
バ
ー
募
集
広
告
を
出
し
て
い

る
。
東
京
都
の
最
低
賃
金
は
１
時
間
１
１

６
３
円
だ
。

　

地
方
で
は
、
二
種
免
許
を
保
有
す
る
プ

ロ
の
タ
ク
シ
ー
乗
務
員
の
最
賃
割
れ
も
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
で
、
都
心
の

ア
プ
リ
配
車
需
要
の
旺
盛
さ
を
物
語
る
募

集
広
告
と
な
っ
て
い
る
。

本
格
的
な
検
証
が
必
要
な
時
期
に

　

た
だ
し
、
国
交
省
が
１
週
間
単
位
で
公

表
し
て
い
る
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の

マ
ッ
チ
ン
グ
率
で
は
、
直
近
と
な
る
２
月

16
日
付
で
の
状
況
を
み
る
と
、
東
京
都
特

別
区
・
武
三
交
通
圏
で
は
２
月
10
日
~
２

月
16
日
ま
で
、
す
べ
て
の
曜
日
と
時
間
帯

で
マ
ッ
チ
ン
グ
率
90
％
以
上
を
達
成
。
同

様
に
、
千
葉
交
通
圏
や
神
奈
川
県
京
浜
交

通
圏
、
大
阪
市
域
交
通
圏
な
ど
で
も
同
じ

く
、
す
べ
て
の
曜
日
と
時
間
帯
で
マ
ッ
チ

ン
グ
率
90
％
以
上
と
な
っ
て
い
る
状
況

だ
。

　

タ
ク
シ
ー
の
実
働
日
車
営
収
が
頭
打
ち

と
な
っ
て
い
る
中
で
、
タ
ク
シ
ー
の
供
給

不
足
を
補
完
す
る
と
い
う
日
本
版
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
の
機
能
が
、
本
来
の
意
味
で
の
効

果
を
発
揮
し
て
い
る
の
か
、
地
方
に
お
け

る
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
低
迷
す
る
実

績
や
、
配
車
ア
プ
リ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
率
向

上
と
い
う
現
状
を
み
る
と
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
本
格
的
な
検
証
が
必
要
な
時
期

に
来
て
い
る
、
と
言
え
そ
う
だ
。

6
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日
本
交
通
大
量
増
車
の
た
め
の
暫
定
制
度
か

　

関
東
運
輸
局
は
、
２
月
19
日
に

開
催
し
た
定
例
記
者
会
見
の
中
で
、

準
特
定
地
域
に
お
け
る
タ
ク
シ
ー

未
稼
働
枠
活
用
制
度
に
関
し
て
、

東
京
都
特
別
区
・
武
三
交
通
圏
に

お
い
て
期
間
限
定
の
暫
定
タ
ク
シ

ー
増
車
枠
７
４
３
台
を
超
え
る
台

数
が
申
請
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。

　

暫
定
増
車
枠
に
対
し
て
、
日
本

交
通
お
よ
び
直
営
子
会
社
で
３
０

０
台
、
業
務
提
携
の
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ジ
ー
で
約
１
０
０
台
の
計
４
０

０
台
ほ
ど
が
日
本
交
通
グ
ル
ー
プ

か
ら
申
請
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

関
運
局
の
矢
吹
尚

子
・
自
動
車
交
通
部
長

は
、
暫
定
増
車
枠
へ
の

増
車
申
請
に
関
し
て

「
す
ぐ
に
稼
働
が
で
き

る
事
業
者
と
い
う
制
約

が
あ
る
制
度
」
と
し
な

が
ら
、「
皆
さ
ん
（
タ

ク
シ
ー
事
業
者
）
が
ど

う
動
か
れ
る
か
、
や
っ

て
み
な
い
と
分
か
ら
な
か
っ
た
。

暫
定
で
ト
ラ
イ
ア
ル
し
た
意
味
は

あ
っ
た
か
な
と
思
う
」
と
す
る
見

方
を
示
し
た
。

　

本
紙
で
は
昨
年
来
、
交
通
資
料

社
（
二
村
好
彦
社
長
、
東
京
都
荒

川
区
）
に
よ
る
東
京
都
特
別
区
・

武
三
地
区
の
各
社
別
月
間
タ
ク
シ

ー
輸
送
実
績
を
複
数
回
に
わ
た
り

報
じ
て
い
る
。
各
社
別
輸
送
実
績

で
明
ら
か
な
の
は
、
日
本
交
通
お

よ
び
直
営
子
会
社
27
社
が
保
有
台

数
平
均
の
営
収
ラ
ン
ク
で
上
位
50

社
中
過
半
数
を
超
え
て
占
め
て
い

る
ほ
か
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
を

含
め
る
と
30
社
を
超
え

る
な
ど
、
日
本
交
通
Ｇ

一
強
の
実
態
だ
と
い
う

こ
と
だ
。
直
近
の
１
月

実
績
で
も
、
上
位
50
社

中
32
社
が
日
本
交
通
Ｇ

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
暫
定
増
車
枠
の
過

半
を
超
え
る
申
請
が
日

本
交
通
グ
ル
ー
プ
か
ら

出
る
こ
と
は
、「
や
っ
て
み
な
い

と
分
か
ら
な
い
」
で
は
な
く
、
や

る
前
か
ら
容
易
に
想
像
で
き
た
は

ず
だ
。

　

準
特
定
地
域
に
お
け
る
タ
ク
シ

ー
未
稼
働
枠
活
用
制
度
に
お
け
る

全
国
の
暫
定
増
車
枠
は
、
62
地
域

１
４
６
７
台
で
、
そ
の
半
数
以
上

の
７
４
３
台
を
東
京
都
特
別
区
・

武
三
交
通
圏
で
占
め
、
さ
ら
に
そ

の
半
数
以
上
が
日
本
交
通
Ｇ
の
申

請
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
実
態
を

前
に
、
未
稼
働
分
の
一
部
を
稼
働

さ
せ
る
た
め
の
期
間
限
定
に
よ
る

暫
定
と
は
い
え
、
増
車
を
認
め
る

手
段
は
、
改
正
タ
ク
シ
ー
特
措
法

で
「
供
給
過
剰
と
な
る
恐
れ
が
あ

る
地
域
」
と
し
て
準
特
定
地
域
を

指
定
し
て
い
る
判
断
に
矛
盾
し
て

い
て
、
は
な
は
だ
疑
問
だ
。

　

さ
ら
に
関
東
運
輸
局
管
内
で
は
、

他
の
暫
定
増
車
対
象
の
５
地
域
は

暫
定
増
車
枠
が
２
台
〜
４
台
と
わ

ず
か
な
台
数
で
、
増
車
申
請
も
出

な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
ら
し
い
数
式

で
増
車
枠
を
考
え
た
と
し
て
も
、
仮

に
茨
城
県
の
水
戸
県
央
交
通
圏
の

増
車
枠
２
台
、
神
奈
川
県
の
小
田

原
交
通
圏
の
増
車
枠
４
台
で
増
車

さ
れ
て
と
し
て
、
当
該
交
通
圏
の
タ

ク
シ
ー
供
給
に
ど
ん
な
変
化
、
効

果
を
生
む
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

多
く
の
問
題
点
、
矛
盾
を
は
ら

ん
だ
、
準
特
定
地
域
を
対
象
と
し

た
タ
ク
シ
ー
未
稼
働
枠
活
用
制
度

は
、
稼
働
実
績
好
調
な
日
本
交
通

Ｇ
の
大
量
増
車
を
図
る
た
め
に
考

案
さ
れ
た
制
度
と
い
え
ば
言
い
過

ぎ
か
。「
暫
定
で
ト
ラ
イ
ア
ル
し
た

意
味
は
あ
っ
た
」
と
矢
吹
・
自
動

車
交
通
部
長
が
発
言
し
て
い
る
限

り
、
１
年
と
い
う
期
間
限
定
の
増

車
期
間
に
お
け
る
効
果
を
検
証
し
、

所
期
の
目
的
が
達
成
さ
れ
た
の
か

ど
う
か
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
暫
定
増
車

に
対
し
、
間
違
っ
て
も
暫
定
解
除

や
継
続
す
る
よ
う
な
次
第
は
許
さ

れ
な
い
こ
と
を
明
記
し
て
お
き
た

い
。

（
高
橋　

正
信
）

論風 陣論風 陣
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少
数
与
党
で
の
国
会
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
自
民
・

公
明
の
両
党
と
日
本
維
新
の
会
は
２
月
25
日
、
自
民
党
の
石
破

茂
総
裁
（
内
閣
総
理
大
臣
）
と
公
明
党
の
斉
藤
鉄
夫
代
表
、
日

本
維
新
の
会
の
吉
村
洋
文
代
表
（
大
阪
府
知
事
）
の
３
者
が
国

会
内
で
会
談
し
、
高
校
を
中
心
と
し
た
教
育
無
償
化
と
社
会
保

険
料
の
引
き
下
げ
を
行
い
、
新
年
度
予
算
を
早
期
に
成
立
さ
せ

る
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
合
意
文
書
に
署
名
し
た
。
日
本
維
新
の

会
が
予
算
案
の
賛
成
に
ま
わ
る
こ
と
で
、
新
年
度
予
算
案
の
衆

議
院
通
過
と
、
年
度
内
で
の
成
立
が
確
実
な
状
況
と
な
っ
た
。

　

一
方
で
、
日
本
維
新
の
会
は
、
真
の
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
推
進
法

案
の
国
会
提
出
を
提
起
し
た
１
月
29
日
の
参
議
院
本
会
議
で
の

浅
田
均
・
参
議
院
会
長
に
よ
る
代
表
質
問
に
続
き
、
２
月
３
日

の
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
は
、
日
本
維
新
の
会
・
総
務
会
長
の

阿
部
司
・
衆
院
議
員
（
東
京
12
区
、
比
例
復
活
）
が
質
問
に
立

つ
中
で
、
地
方
に
お
け
る
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
「
業
界
自

ら
が
採
算
を
度
外
視
し
て
ま
で
形
だ
け
の
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
運

営
す
る
こ
と
で
、
真
の
競
争
環
境
の
整
備
を
阻
止
し
よ
う
と
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
し
、「
こ
れ
は
既
得
権
益
に
よ
る

自
己
防
衛
の
典
型
例
で
は
な
い
か
」
な
ど
と
訴
え
た
。

　

石
破
茂
・
総
理
大
臣
は
、「
地
方
に
お
け
る
交
通
空
白
の
解
消
の
た
め
、
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
が
き
ち

ん
と
機
能
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
強
い
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
と
も
よ
く
検
証
し
て
行
く
」

な
ど
と
す
る
意
向
を
示
し
た
。

　

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
解
禁
問
題
を
抱
え
る
タ
ク
シ
ー
業
界
に
と
っ
て
、
乗
務
員
数
が
充
足
し
つ
つ
あ
る
東
京

な
ど
の
都
市
部
以
外
の
、「
地
方
に
お
け
る
移
動
の
足
の
確
保
」
に
、
こ
れ
か
ら
の
焦
点
が
当
た
る
こ
と
に

な
り
そ
う
だ
。

〈
本
紙
編
集
長
＝
熊
澤　

義
一
〉

石
破
総
理
も
強
い
問
題
意
識
を
示
す

地
方
の
「
交
通
空
白
」
解
消
が
焦
点
化

t o p i c s

日
本
維
新
の
会
の
阿
部
・
衆
院
議
員

　

２
月
３
日
の
衆
議
院
予
算
委
員

会
に
お
い
て
質
問
に
立
っ
た
、
日

本
維
新
の
会
・
総
務
会
長
の
阿
部

司
・
衆
院
議
員
は
、
日
本
版
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
を
取
り
上
げ
て
「
昨
年

４
月
に
導
入
さ
れ
た
日
本
版
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
は
、
既
存
の
タ
ク
シ
ー

事
業
者
に
限
定
し
、
営
業
時
間
帯

や
営
業
区
域
を
制
限
し
て
、
運
賃

も
タ
ク
シ
ー
と
同
水
準
と
い
う
極

め
て
限
定
的
な
制
度
と
な
っ
て
い

る
」
と
指
摘
し
た
上
で
、「
世
界

で
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者

の
参
入
を
認
め
て
営
業
区
域
を
限

定
せ
ず
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
プ
ラ
イ

シ
ン
グ
を
導
入
す
る
な
ど
、
柔
軟

な
制
度
設
計
が
当
た
り
前
と
な
っ

て
い
る
」
と
し
、「
規
制
改
革
推

進
会
議
に
お
い
て
も
、
既
存
の
タ

ク
シ
ー
事
業
者
だ
け
で
は
な
く
、

意
欲
と
技
術
の
あ
る
様
々
な
企
業

が
参
入
で
き
る
フ
ェ
ア
な
環
境
整

備
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
」
な
ど

と
し
て
、
石
破
茂
・
総
理
大
臣
の

問
題
意
識
を
質
し
た
。

　

こ
れ
に
、
石
破
・
総
理
大
臣
は
、

「
交
通
空
白
と
い
う
も
の
が
、
特

に
地
方
に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
と

い
う
認
識
を
強
く
持
っ
て
い
る
」

と
し
な
が
ら
、「
東
京
、
大
阪
、

名
古
屋
等
の
大
都
市
部
に
お
け
る

交
通
空
白
の
状
態
と
、
地
方
に
お

け
る
交
通
空
白
の
現
状
が
全
く
異

な
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
」
と

し
た
上
で
、
公
共
交
通
機
関
が
張

り
巡
ら
さ
れ
た
東
京
や
大
阪
と
、

そ
う
し
た
も
の
が
望
め
な
い
地
方

と
で
は
状
況
が
ま
っ
た
く
違
う
と

し
て
、「
地
方
に
お
け
る
交
通
空

8
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広
島
運
輸
支
局
は
２
月
18
日
、
広

島
交
通
圏
を
営
業
区
域
と
す
る
、
つ

ば
め
交
通（
山
内
恭
輔
・
代
表
取
締
役
、

広
島
市
東
区
、
タ
ク
シ
ー
１
３
６
台
、

都
市
型
ハ
イ
ヤ
ー
23
台
）
の
、
隣
接

す
る
山
県
郡
（
安
芸
太
田
町
お
よ
び

北
広
島
町
）
に
お
け
る
日
本
版
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
３
台
の
運
行
を
許
可
し
た
。

運
行
時
間
帯
は
、
週
末
と
な
る
金
曜

日
の
午
後
７
時
台
〜
深
夜
11
時
台
。

　

日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
、
通
年
で
の
隣
接
区
域
の
タ
ク
シ
ー

事
業
者
へ
の
許
可
は
、「
全
国
初
」
の
事
例
と
な
る
。

地
元
タ
ク
シ
ー
は
午
後
７
時
で
終
了

　

広
島
交
通
圏
の
タ
ク
シ
ー
事
業

者
で
あ
る
、
つ
ば
め
交
通
︵
広

島
市
東
区
︶
が
運
行
主
体
の
実

施
事
業
者
と
な
っ
て
日
本
版
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
︵
=
自
家
用
車
活
用
事

業
︶
３
台
の
運
行
を
許
可
さ
れ
た

山
県
郡
は
、
広
島
市
に
隣
接
し
て

お
り
、
安
芸
太
田
町
︵
人
口
は
約

５
０
０
０
人
︶
と
北
広
島
町
︵
人

口
は
約
１
万
６
４
０
０
人
︶
で
構

成
。
タ
ク
シ
ー
も
10
社
42
台
が
所

在
し
て
い
る
も
の
の
、
全
事
業
者

が
午
後
７
時
に
は
営
業
を
終
了
し

て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
特
に
一
定
の
需
要

が
見
込
ま
れ
る
金
曜
日
の
夜
間

︵
午
後
７
時
台
~
深
夜
23
時
台
︶︶

の
移
動
手
段
を
確
保
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
隣
接
す
る
広
島
交

通
圏
の
つ
ば
め
交
通
が
実
施
主
体

と
な
っ
て
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

を
運
行
す
る
。

　

通
年
で
の
隣
接
区
域
の
タ
ク

シ
ー
事
業
者
へ
の
日
本
版
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
の
許
可
は
、「
全
国
初
」

の
事
例
。
運
転
者
は
、
山
県
郡
の

地
元
の
人
が
務
め
る
。

隣
接
営
業
区
域
で
日
本
版
Ｒ
Ｓ
を
運
行

広
島
の
つ
ば
め
交
通
に
全
国
初
の
許
可

t o p i c s

白
の
解
消
の
た
め
、
日
本
版
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
が
き
ち
ん
と
機
能
し
て

い
る
か
ど
う
か
、
強
い
問
題
意
識

を
持
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
と
も

よ
く
検
証
し
て
行
く
」
な
ど
と
す

る
意
向
を
示
し
た
。

既
得
権
益
者
の
自
己
防
衛
の
典
型
例

　

さ
ら
に
、
阿
部
・
衆
院
議
員
は
、

地
方
に
お
け
る
日
本
版
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
の
実
態
と
し
て
「
運
転
者

の
ほ
と
ん
ど
が
タ
ク
シ
ー
会
社
の

役
員
や
内
勤
者
で
あ
り
、
採
算
は

取
れ
て
い
な
い
が
、
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
の
全
面
解
禁
を
防
ぐ
た
め
、
自

己
犠
牲
の
精
神
で
や
っ
て
い
る
旨

の
業
界
紙
の
報
道
が
あ
る
。
こ
の

報
道
は
、
タ
ク
シ
ー
業
界
に
よ
る

既
得
権
益
の
防
衛
構
造
を
如
実
に

示
し
て
い
る
」
と
し
た
上
で
、「
業

界
自
ら
が
採
算
を
度
外
視
し
て
ま

で
形
だ
け
の
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
運

営
す
る
こ
と
で
、
真
の
競
争
環
境

の
整
備
を
阻
止
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
」
と
し
、「
こ

れ
は
既
得
権
益
に
よ
る
自
己
防
衛

の
典
型
例
で
は
な
い
か
」
な
ど
訴

え
た
。

　

続
け
て
、「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
も

自
動
運
転
も
結
局
は
同
じ
構
造
で

あ
り
、
タ
ク
シ
ー
業
界
を
は
じ
め

と
す
る
既
得
権
益
者
が
自
己
防
衛

の
た
め
に
様
々
な
障
壁
を
設
け
て

い
る
。
本
来
、
政
府
は
こ
う
し
た

既
得
権
益
の
壁
を
打
ち
破
っ
て
、

真
の
競
争
環
境
を
整
備
す
る
役
割

を
担
う
べ
き
だ
」
と
し
た
上
で
、

「
し
か
し
な
が
ら
現
状
は
、
こ
う

し
た
既
得
権
益
が
優
先
さ
れ
、
結

果
と
し
て
我
が
国
の
技
術
革
新
と

国
際
競
争
力
が
大
き
く
損
な
わ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
と

指
摘
し
た
。

検
証
と
議
論
の
両
輪
で
走
ら
せ
る

　

こ
れ
に
、
平
将
明
・
規
制
改
革

担
当
大
臣
は
、「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

に
つ
い
て
は
、
骨
太
の
方
針
に

従
っ
て
、
例
え
ば
、
日
本
版
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
は
、︵
大
阪
・
関
西
万

博
が
開
催
さ
れ
る
︶
大
阪
で
は
、

営
業
時
間
帯
や
エ
リ
ア
の
厳
し
い

規
制
を
一
旦
外
し
て
、
ど
の
よ
う

な
効
果
が
出
る
の
か
、
と
の
検
証

を
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
」

と
し
た
一
方
で
、「
指
摘
の
あ
っ

た
、
い
わ
ゆ
る
外
国
で
言
う
と
こ

ろ
の
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
つ
い
て

は
、
担
い
手
の
と
こ
ろ
や
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
を
含
め
、

検
証
結
果
を
踏
ま
え
て
議
論
を
進

め
る
、
と
い
う
こ
と
で
両
方
を
走

ら
せ
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状

だ
」
な
ど
と
答
弁
し
た
。

献
金
と
規
制
改
革
と
の
関
係
で
質
問

　

阿
部
・
衆
院
議
員
は
、「
タ
ク

シ
ー
業
界
を
は
じ
め
既
存
業
界
か

ら
の
企
業
・
団
体
献
金
と
規
制
改

革
の
遅
れ
に
は
明
確
な
関
係
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
」
と
し
て
、

石
破
・
総
理
大
臣
の
見
解
を
求
め

た
が
、
石
破
・
総
理
大
臣
は
、「
地

方
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
は
、
本

当
に
、
ほ
と
ん
ど
が
自
己
犠
牲
で

行
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
」
と
し
な
が
ら
、「
地
方

に
お
い
て
、
い
か
に
足
を
確
保
す

る
か
、
私
ど
も
は
政
党
と
し
て
常

に
考
え
て
い
る
が
、
そ
の
時
に
献

金
を
も
ら
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
こ

に
有
利
に
取
り
計
ら
う
こ
と
は
考

え
た
こ
と
も
無
い
」
な
ど
と
述
べ

て
強
く
否
定
し
た
。



日
本
維
新
の
会
が
Ｒ
Ｓ
新
法
提
出
か

　

冒
頭
の
挨
拶
で
、
川
鍋
一
朗
会

長
は
「
国
土
交
通
省
の
鶴
田
・
物

流
・
自
動
車
局
長
と
重
田
・
旅
客

課
長
に
は
本
日
も
出
席
し
て
い
た

だ
い
て
有
難
い
」
と
し
な
が
ら
、

「
国
会
が
開
か
れ
て
、
再
び
︵
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
に
関
す
る
︶
論
戦
が

始
ま
っ
た
。
皆
さ
ん
も
承
知
だ
と

思
う
が
、
日
本
維
新
の
会
が
２
回

も
︵
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
解
禁
問
題
を

取
り
上
げ
て
︶、
１
回
目
が
１
月

29
日
の
参
議
院
の
代
表
質
問
で
、

大
阪
の
浅
田
︵
均
︶・
参
院
議
員
。

ち
ょ
っ
と
ビ
ッ
ク
リ
し
た
の
が
、

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
新
法
︵
法
案
︶
を

日
本
維
新
の
会
か
ら
国
会
に
提
出

す
る
、
と
い
う
こ
と
を
明
言
し
た

こ
と
だ
。
さ
ら
に
２
回
目
は
、
２

月
３
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に

お
い
て
、︵
同
じ
く
日
本
維
新
の

会
で
︶
比
例
東
京
ブ
ロ
ッ
ク
の
阿

部
司
・
衆
院
議
員
か
ら
も
同
様
の

︵
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
解
禁
問
題
に
関

す
る
︶
質
問
が
出
た
。
こ
れ
に
他

の
人
た
ち
が
乗
っ
て
来
な
い
と
も

限
ら
な
い
。
我
々
も
、
ひ
と
山
、

ふ
た
山
と
越
え
て
、
落
ち
着
い
て

タ
ク
シ
ー
の
供
給
力
を
増
や
す
段

階
に
な
り
、
だ
い
ぶ
功
を
奏
し

て
︵
供
給
が
︶
増
え
て
は
い
る
が
、

手
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
し
っ
か

り
と
や
っ
て
行
く
必
要
が
あ
る
と

思
っ
て
い
る
」
な
ど
と
訴
え
た
。

あ
と
は
地
方
に
お
け
る
足
の
確
保

　

続
け
て
、「
特
に
、
石
破
︵
茂
︶

総
理
も
﹃
地
方
創
生
﹄
と
い
う
こ

と
を
、
す
ご
く
大
事
に
さ
れ
て
い

て
、
当
た
り
前
の
こ
と
だ
が
我
々

も
、
都
会
に
お
い
て
タ
ク
シ
ー
運

転
者
が
増
え
、︵
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
客
が
急
増
し
て
い
る
︶
北
海

道
の
ニ
セ
コ
や
長
野
県
の
軽
井
沢

に
お
け
る
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
よ

う
に
他
地
域
か
ら
の
派
遣
に
よ
る

供
給
力
の
強
化
も
進
ん
で
来
た
と

い
う
実
感
も
あ
る
中
で
、
あ
と
は

地
方
で
あ
り
、﹃
地
方
創
生
﹄
と

い
う
文
脈
の
中
で
、
い
か
に
個
々

の
足
場
を
し
っ
か
り
と
や
る
か
、

と
い
う
こ
と
だ
」
と
し
な
が
ら
、

「
も
ち
ろ
ん
、
地
方
の
皆
さ
ん
が

そ
れ
ぞ
れ
し
っ
か
り
と
や
っ
て
い

る
と
い
う
認
識
で
は
い
る
が
、
引

き
続
き
、
し
つ
こ
く
、
し
つ
こ
く
、

や
り
続
け
る
必
要
性
が
あ
る
と
も

思
っ
て
い
る
。
道
運
法
78
条
の

３
号
︵
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
︶、

そ
し
て
２
号
︵
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
︶を
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
や
っ

て
も
ら
っ
て
お
り
、
う
ま
く
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
、
う
ま
く
行
っ
て

地
方
「
移
動
の
足
」
確
保
と
供
給
対
策

全
タ
ク
連
が
定
例
の
正
副
会
長
会
議

t o p i c s

　

全
国
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
連
合
会
（
川
鍋
一
朗
会
長
）
は
２
月
12
日
、

都
内
千
代
田
区
の「
自
動
車
会
館
」で
定
例
の
正
副
会
長
会
議
を
開
い
た
。

　

国
土
交
通
省
か
ら
鶴
田
浩
久
・
物
流
・
自
動
車
局
長
と
重
田
裕
彦
・

旅
客
課
長
が
出
席
。重
田
・
旅
客
課
長
は
①
ソ
フ
ト
メ
ー
タ
ー
認
定
制
度
、

②
令
和
６
年
度
補
正
予
算

Ｉ
を
中
心
に
説
明
を
行
っ
た
。

　

そ
の
中
で
、
タ
ク
シ
ー
事
業
用
ソ
フ
ト
メ
ー
タ
ー
の
認
定
に
つ
い
て

は
、
既
に
２
者
か
ら
申
請
が
出
て
お
り
、
２
月
中
に
も
認
定
す
る
意
向

を
示
し
た
。

　

ま
た
、「『
交
通
空
白
』
の
解
消
等
に
向
け
た
地
域
交
通
の
リ
・
デ
ザ

イ
ン
の
全
面
展
開
」
と
し
た
令
和
６
年
度
補
正
予
算
で
は
、「
観
光
地
の

二
次
交
通
の
高
度
化
」
な
ど
新
規
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
増
や
し
て
い
る

こ
と
も
あ
っ
て
一
定
の
黒
字
事
業
者
を
補
助
対
象
か
ら
除
外
す
る
方
向

性
が
示
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
副
会
長
の
一
部
か
ら
「
黒
字
事
業

者
だ
け
を
補
助
の
対
象
外
と
す
る
の
は
、
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
」

な
ど
と
す
る
意
見
が
出
た
。
重
田
・
旅
客
課
長
は
「
補
助
要
件
等
に
関
し
て
は
決
定
し
た
も
の
で
は
な
く

現
在
も
調
整
中
で
あ
り
、
単
年
度
の
黒
字
で
は
な
く
黒
字
が
複
数
年
度
続
い
て
い
る
な
ど
、
要
件
の
詳
細

に
つ
い
て
は
検
討
し
て
行
き
た
い
」
な
ど
と
回
答
し
た
。

　

ま
た
、
川
野
繁
副
会
長
が
、
警
察
庁
に
お
け
る
「
普
通
第
二
種
免
許
に
係
る
教
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
関

す
る
調
査
研
究
」
の
概
要
を
、
武
居
利
春
副
会
長
が
、
厚
生
労
働
省
に
お
け
る
在
職
老
齢
年
金
制
度
の
見

直
し
の
方
向
性
や
特
定
技
能
制
度
に
よ
る
外
国
人
材
の
受
入
な
ど
を
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
た
。

　

冒
頭
の
挨
拶
で
、
川
鍋
会
長
は
、
日
本
維
新
の
会
が
、
参
議
院
本
会
議
で
の
代
表
質
問
で
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
新
法
の
提
案
に
言
及
し
た
こ
と
や
、
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
も
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
取
り
上
げ
た
こ
と
を

指
摘
し
て
、「（
都
市
部
を
中
心
に
供
給
が
）
増
え
て
は
い
る
が
、手
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、し
っ
か
り
と
や
っ

て
行
く
必
要
が
あ
る
」
と
訴
え
た
ほ
か
、「
あ
と
は
地
方
だ
」
と
し
て
、
地
方
に
お
け
る
「
移
動
の
足
」
の

確
保
や
供
給
対
策
の
必
要
性
を
強
調
し
た
。

10



11

い
な
い
と
こ
ろ
、
色
々
と
あ
る
と

は
思
う
が
、
う
ま
く
行
っ
て
い
な

い
と
こ
ろ
は
テ
コ
入
れ
を
し
た

り
、
う
ま
く
行
か
な
い
中
で
も
少

し
で
も
う
ま
く
行
く
よ
う
な
や
り

方
を
し
て
み
た
り
、
と
出
来
た
ら

と
思
っ
て
い
る
」
な
ど
と
し
た
。

骨
太
方
針
に
向
け
た
議
論
が
始
ま
る

　

そ
の
上
で
、
川
鍋
会
長
は
、「
毎

年
６
月
に
規
制
改
革
推
進
会
議

︵
の
答
申
︶
と
骨
太
の
方
針
、
12

月
に
︵
規
制
改
革
推
進
会
議
の
中

間
答
申
と
デ
ジ
タ
ル
行
財
政
改
革

の
︶
中
間
と
り
ま
と
め
と
、
山
場

は
６
月
と
12
月
の
二
段
階
と
な
っ

て
い
る
。
今
年
６
月
に
向
け
て
の

議
論
は
、
３
月
、
４
月
か
ら
５
月

頃
と
な
る
の
で
、
す
ぐ
に
始
ま
る

こ
と
に
な
る
が
、し
っ
か
り
と﹃
交

通
空
白
﹄
を
埋
め
る
と
い
う
現
在

の
国
土
交
通
大
臣
の
大
方
針
の
下

で
、
皆
で
必
死
に
な
っ
て
や
る
必

要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
」
な
ど

と
し
た
。

　

そ
し
て
、「
そ
の
文
脈
で
も
、

７
月
の
参
議
院
選
挙
に
向
け
て
、

我
々
と
意
見
を
共
に
し
て
も
ら
え

る
、
本
当
に
﹃
地
方
の
足
﹄
の
こ

と
を
理
解
し
て
く
れ
て
共
に
動
い

て
も
ら
え
る
、
そ
う
い
う
方
に
国

会
に
戻
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
う
い
う
意

味
で
は
、
自
民
党
全
国

比
例
の
繁
本
護
候
補
者

︵
前
衆
議
院
議
員
、
国

交
省
出
身
︶
は
、
京

都
︵
２
区
︶
選
出
の
衆

院
議
員
だ
っ
た
時
も
タ

ク
シ
ー
議
連
に
は
入
っ

て
も
ら
っ
て
い
て
、
そ

の
時
か
ら
し
っ
か
り
と

我
々
︵
タ
ク
シ
ー
業

界
︶
の
こ
と
を
理
解
し

て
く
れ
て
い
て
、
具
体

的
な
応
援
も
い
た
だ
い

て
来
た
。
繁
本
護
候
補

者
を
も
う
一
回
、
国
会

に
送
り
込
む
こ
と
は
、

確
実
に
我
々
の
こ
と
を

代
弁
し
て
く
れ
る
国
会
議
員
の
先

生
を
増
や
す
こ
と
に
直
結
す
る
。

以
前
か
ら
私
が
言
っ
て
い
る
よ
う

に
、
全
国
の
ど
の
地
域
で
、
ど
う

い
う
形
で
、
ど
の
団
体
か
ら
全
国

比
例
の
票
が
出
た
か
は
、
分
か
る

ら
し
い
。
我
々
と
し
て
も
、
言
葉

だ
け
で
な
く
、
全
国
の
津
々
浦
々

で
し
っ
か
り
と
票
を
出
す
必
要
が

あ
る
と
思
う
の
で
、
協
力
を
お
願

い
し
た
い
。
国
交
省
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ

ん
か
ら
も
そ
う
し
た
声
が
あ
る
の

で
、
業
界
団
体
と
し
て
し
っ
か
り

と
応
援
を
し
て
行
き
た
い
」
な
ど

と
要
請
し
た
。

　

最
後
に
、
川
鍋
会
長
は
、「
私

も
出
来
る
だ
け
多
く
の
地
方
を
廻

り
た
い
と
思
っ
て
い
て
、
３
月
に

は
香
川
県
の
池
田
豊
人
知
事
︵
国

交
省
Ｏ
Ｂ
︶
に
会
う
チ
ャ
ン
ス
を

い
た
だ
い
た
。
き
っ
か
け
は
、︵
同

じ
く
国
交
省
Ｏ
Ｂ
の
︶一
見
勝
之
・

三
重
県
知
事
か
ら
連
絡
を
い
た
だ

い
た
こ
と
だ
」
と
し
て
、
全
国
を

行
脚
す
る
こ
と
に
意
欲
を
示
し

な
が
ら
、「
皆
さ
ん
に
も
地
方
の

首
長
と
会
っ
て
欲
し
い
。
知
事
会

も
、
大
阪
を
除
い
て
は
具
体
的
な

形
で
我
々
を
応
援
し
て
く
れ
て
い

る
。
各
地
の
知
事
に
会
え
る
機
会

を
作
っ
て
も
ら
え
た
ら
声
を
掛
け

て
欲
し
い
」な
ど
と
呼
び
掛
け
た
。

黒
字
事
業
者
の
補
助
除
外
で
論
議

　

国
土
交
通
省
の
重
田
裕
彦
・
旅

客
課
長
が
①
ソ
フ
ト
メ
ー
タ
ー
認

定
制
度
、
②
令
和
６
年
度
補
正
予

算

Ｉ
を
中
心
に
説
明
を
行
い
、

２
者
か
ら
ソ
フ
ト
メ
ー
タ
ー
の
認

定
申
請
が
出
て
お
り
２
月
中
に
も

認
定
す
る
意
向
を
示
し
た
ほ
か
、

「﹃
交
通
空
白
﹄
の
解
消
等
に
向
け

た
地
域
交
通
の
リ
・
デ
ザ
イ
ン
の

全
面
展
開
」
と
し
た
令
和
６
年
度

補
正
予
算
で
は
、「
観
光
地
の
二

次
交
通
の
高
度
化
」
な
ど
新
規
の

補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
増
や
し
て
い
る

こ
と
も
あ
っ
て
一
定
の
黒
字
事
業

者
を
補
助
対
象
か
ら
除
外
す
る
こ

と
な
ど
も
含
め
て
補
助
要
件
を
ど

う
す
る
か
検
討
中
で
あ
る
と
注
釈

し
た
。

　

黒
字
事
業
者
を
補
助
対
象
か
ら

除
外
す
る
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
・
運
行
管
理
シ
ス
テ
ム
や
自
動

日
報
シ
ス
テ
ム
・
配
車
ア
プ
リ
な

ど
の
導
入
支
援
で
は
、
さ
ら
に
補

助
要
件
に
「
働
き
や
す
い
職
場
認

証
」
の
取
得
を
必
須
と
し
た
り
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
支
援
に
お
い
て

も
、
Ｕ
Ｄ
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
は

黒
字
事
業
者
を
補
助
対
象
か
ら
除

外
し
た
上
で
、
都
道
府
県
ご
と
に

25
％
以
上
と
い
う
Ｕ
Ｄ
タ
ク
シ
ー

の
導
入
目
標
を
達
成
し
て
い
る
地

域
で
は
、
普
及
率
に
応
じ
て
１
事

業
者
当
た
り
最
大
５
台
の
申
請
可

能
台
数
を
引
き
下
げ
た
り
す
る
こ

と
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

副
会
長
の
一
部
か
ら
「
黒
字
事

業
者
だ
け
を
補
助
の
対
象
外
と
す

る
の
は
、
お
か
し
い
の
で
は
な
い

か
」な
ど
と
す
る
意
見
が
出
た
が
、

重
田
・
旅
客
課
長
は
「
補
助
要
件

等
に
つ
い
て
は
決
定
し
た
も
の
で

は
な
く
現
在
も
調
整
中
で
あ
り
、

単
年
度
の
黒
字
で
は
な
く
黒
字
が

複
数
年
度
続
い
て
い
る
な
ど
、
要

件
の
詳
細
に
つ
い
て
は
検
討
し
て

行
き
た
い
」
な
ど
と
回
答
し
た
。



　

大
阪
タ
ク
シ
ー
協
会
（
坂
本
栄
二
会
長
）

は
２
月
21
日
、
大
阪
市
中
央
区
の
「
大
阪

堺
筋
ビ
ル
」
に
あ
る
同
協
会
会
議
室
で
第

１
３
８
回
理
事
会
を
開
き
、
２
月
14
日
に
開

催
さ
れ
た
大
阪
・
関
西
万
博
に
係
る
「
な
に

わ
モ
デ
ル
」
等
の
説
明
会
な
ど
、
各
種
会
議

報
告
と
専
門
委
員
会
・
部
会
開
催
の
報
告
、

令
和
６
年
度
第
３
四
半
期
決
算
報
告
な
ど
を

行
っ
た
。
広
報
サ
ー
ビ
ス
委
員
長
が
三
野
勝

義
・
商
都
交
通
社
長
に
交
代
し
た
こ
と
か
ら
、

同
氏
が
常
任
理
事
に
就
任
し
た
。

　

理
事
会
終
了
後
、
坂
本
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
正
副
会
長
・
専

務
理
事
ら
に
よ
る
記
者
会
見
も
実
施
さ
れ
た
。

　

大
阪
府
な
ど
が
約
２
８
２
０
万
人
（
国
内
が
約
２
４
７
０
万
人

で
海
外
か
ら
約
３
５
０
万
人
）
の
来
場
者
数
を
見
込
む
大
阪
・
関

西
万
博
（
開
催
期
間
は
４
月
13
日
〜
10
月
13
日
、
大
阪
市
此
花
区

の
人
工
島
・
夢
洲
が
会
場
）
で
は
、
期
間
中
の
タ
ク
シ
ー
供
給
不

足
対
策
と
し
て
、
タ
ク
シ
ー
で
は
、
ア
プ
リ
配
車
限
定
で
事
前
確

定
運
賃
を
適
用
す
る
形
で
、
供
給
不
足
時
に
大
阪
府
内
全
域
で
相

互
に
営
業
区
域
外
旅
客
輸
送
を
可
能
と
す
る
「
な
に
わ
モ
デ
ル
」

が
準
備
さ
れ
、
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
で
は
、
大
阪
府
か
ら
の
要

請
（
２
月
10
日
付
）
へ
の
対
応
で
、「
大
阪
府
内
全
域
・
24
時
間
運

行
（
万
博
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
）」
と
し
て
、
５
月
末
ま
で
の
分
と
し
て

大
阪
市
域
交
通
圏
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
を
対
象
に
３
１
５
台
が
配

分
さ
れ
る
。
６
月
１
日
以
降
の
分
は
実
施
状
況
を
み
て
検
討
さ
れ

る
見
通
し
。

大
阪
タ
ク
シ
ー
協
会
が
理
事
会
を
開
く

大
阪
・
関
西
万
博
の
輸
送
対
応
を
報
告

t o p i c s

坂
本
栄
二
会
長
が
冒
頭
あ
い
さ
つ

　

冒
頭
の
挨
拶
で
、
大
タ
協
の
坂

本
栄
二
会
長
は
、
久
し
ぶ
り
の
出

席
に
「
今
年
は
じ
め
て
会
っ
た
理

事
の
方
も
い
る
と
思
う
の
で
、
遅

く
は
な
っ
た
が
今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
た
い
」
と
し
た
上
で
、

「
先
日
、︵
大
阪
・
関
西
万
博
期
間

中
の
︶
な
に
わ
モ
デ
ル
と
Ｎ
Ｒ
Ｓ

︵
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
=
万
博

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
︶
の
説
明
会
を
開

催
し
、
多
く
の
人
に
来
て
も
ら
っ

た
。
そ
の
時
に
も
言
っ
た
よ
う

に
、
大
阪
・
関
西
万
博
に
つ
い
て

は
現
行
の
タ
ク
シ
ー
で
十
分
に
賄

え
る
、
と
い
う
考
え
は
今
で
も
変

わ
っ
て
い
な
い
」
と
し
な
が
ら
、

「
予
想
以
上
の
来
場
者
が
大
阪
に

来
た
時
の
た
め
に
、
安
全
弁
と
し

て
、﹃
な
に
わ
モ
デ
ル
﹄
と
Ｎ
Ｒ

Ｓ
︵
万
博
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
︶
が
い

つ
で
も
出
来
る
よ
う
に
準
備
だ
け

は
し
て
お
こ
う
、と
い
う
も
の
だ
。

既
に
、
か
な
り
の
数
の
申
請
が
出

て
い
る
よ
う
だ
が
、
挙
っ
て
皆
さ

ん
方
か
ら
申
請
を
出
し
て
も
ら
え

る
よ
う
お
願
い
し
た
い
」
な
ど
と

要
請
し
た
。

Ｎ
Ｒ
Ｓ
で
は
出
来
な
い
お
も
て
な
し

　

続
け
て
、「
い
ず
れ
に
し
て
も
、

万
博
を
開
催
す
る
の
で
、
大
阪
を

訪
れ
る
方
が
増
え
る
こ
と
は
確
実

な
の
で
、
タ
ク
シ
ー
の
売
上
が
上

が
る
こ
と
だ
け
は
間
違
い
の
無
い

と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
そ
の
部
分
で
は

大
い
に
期
待
し
て
行
き
た
い
」
と

し
な
が
ら
、「
Ｎ
Ｒ
Ｓ
で
は
出
来

な
い
こ
と
と
し
て
、
タ
ク
シ
ー
の

プ
ロ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
、
あ
ち
ら

こ
ち
ら
か
ら
大
阪
に
や
っ
て
来
る

訪
問
者
に
対
し
て
、
お
も
て
な
し

を
す
る
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

ま
た
再
度
、
大
阪
に
来
よ
う
、
と

い
う
気
持
ち
を
示
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
す
る
。
そ
の
こ
と
が
、
将

来
の
我
々
の
営
業
に
も
繋
が
っ
て

行
く
と
思
う
の
で
、
各
ド
ラ
イ

バ
ー
の
方
々
に
も
そ
う
し
た
タ
ク

シ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
お
願
い

し
た
い
」
な
ど
と
求
め
た
。

運
賃
改
定
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

坂
本
会
長
は
、
大
阪
に
お
け
る

運
賃
改
定
に
関
し
て
、「
先
日
、︵
大

タ
協
の
︶
五
役
会
を
開
い
た
中

で
、
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労

働
条
件
改
善
を
さ
ら
に
行
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
の
見
方
が
示
さ

れ
、
そ
う
し
た
方
向
性
が
確
認
さ

れ
た
。
そ
の
後
に
開
か
れ
た
経
営

委
員
会
で
も
、
委
員
ら
か
ら
同
様

の
意
向
が
示
さ
れ
、
運
賃
問
題
に

つ
い
て
の
様
々
な
検
討
を
進
め
て

行
く
こ
と
に
な
っ
た
と
聞
い
て
い

る
。
そ
こ
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

︵
会
員
事
業
者
に
対
す
る
、
運
賃

改
定
等
に
関
す
る
意
識
調
査
︶
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
運
賃

改
定
に
つ
い
て
の
問
題
点
の
議
論

を
し
て
行
き
た
い
」
な
ど
と
述
べ

た
。

　

さ
ら
に
、「
そ
の
後
は
、
場
合

に
よ
っ
て
は
労
使
懇
談
会
な
ど
も

開
い
て
労
働
組
合
の
意
見
も
聞
き

な
が
ら
や
っ
て
行
け
た
ら
い
い
の

か
な
、と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
」

な
ど
と
し
た
。

「
な
に
わ
モ
デ
ル
」
等
の
説
明
会
を
開
催

　

２
月
14
日
に
大
阪
市
天
王
寺
区

の
「
ホ
テ
ル
ア
ウ
ィ
ー
ナ
大
阪
」

12
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で
開
か
れ
た
、
大
阪
・
関
西
万
博

に
係
る
﹃
な
に
わ
モ
デ
ル
﹄
等
説

明
会
で
は
、
大
タ
協
の
坂
本
栄
二

会
長
が
「
昨
年
来
、
大
阪
・
関

西
万
博
に
お
け
る
Ｎ
Ｒ
Ｓ
︵
日
本

版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
=
万
博
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
︶
に
つ
い
て
は
、国
交
省
、

大
阪
府
、
大
タ
協
の
３
者
で
協
議

を
重
ね
て
き
た
が
、
そ
の
中
で

我
々
は
、
１
年
間
で
大
阪
の
タ
ク

シ
ー
業
界
に
は
１
０
０
０
人
以
上

の
乗
務
員
が
入
っ
て
き
て
お
り
、

配
車
ア
プ
リ
に
よ
る
マ
ッ
チ
ン
グ

率
も
、
ど
の
曜
日
、
ど
の
場
所
に

お
い
て
も
、
ほ
と
ん
ど
90
％
以
上

で
あ
り
、
実
車
率
も
46
~
47
％
で

推
移
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
常
に

﹃
大
阪
に
お
い
て
は
供
給
力
不
足

に
は
な
っ
て
い
な
い
﹄
な
ど
と
説

明
し
て
来
た
」
と
し
た
上
で
、「
基

本
的
に
は
タ
ク
シ
ー
で
十
分
賄
え

る
と
思
っ
て
い
る
が
、
来
場
者
数

が
予
想
以
上
に
増
大
し
た
場
合
の

安
全
弁
と
し
て﹃
な
に
わ
モ
デ
ル
﹄

を
提
言
し
、︵
タ
ク
シ
ー
の
相
互

区
域
外
輸
送
を
可
能
に
す
る
こ
と

で
︶
大
阪
府
内
ど
こ
で
も
タ
ク

シ
ー
が
営
業
で
き
る
よ
う
に
し
よ

う
と
な
っ
た
。
そ
し
て
昨
年
︵
年

末
の
大
阪
・
光
の
饗
宴
２
０
２

４
︶
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｒ
Ｓ

の
︵
大
阪
府
内
全
域
・
24
時
間
運

行
の
︶
拡
大
版
に
つ
い
て
も
安
全

弁
と
し
て
、
我
々
と
し
て
も
受
け

入
れ
て
い
こ
う
と
な
っ
た
」
な
ど

と
し
た
ほ
か
、
牛
島
憲
人
・
経
営

担
当
副
会
長
も
「
な
に
わ
モ
デ
ル

は
、
営
業
区
域
を
越
え
て
ア
プ
リ

配
車
を
可
能
と
す
る
も
の
だ
が
、

決
し
て
営
業
区
域
を
越
え
て
流
し

営
業
を
し
た
り
、
乗
り
場
営
業
を

し
た
り
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま

た
、
事
前
確
定
運
賃
が
適
用
さ
れ

る
が
、
そ
れ
は
以
前
か
ら
あ
る
タ

ク
シ
ー
の
事
前
確
定
運
賃
と
は
全

く
の
別
物
︵
係
数
は
、
す
べ
て
大

阪
市
域
交
通
圏
の
１
・
25
を
適

用
︶
だ
。
Ｎ
Ｒ
Ｓ
の
事
前
確
定
運

賃
と
同
様
の
も
の
を
別
に
申
請
し

て
、認
可
を
受
け
て
適
用
さ
れ
る
。

そ
し
て
万
博
が
終
了
す
る
と
無
効

と
な
る
」
と
し
た
上
で
、「︵
な
に

わ
モ
デ
ル
は
︶
常
時
発
動
で
は
な

く
、
万
博
開
催
中
で
供
給
不
足
に

陥
っ
た
時
に
の
み
発
動
さ
れ
る
。

発
動
の
目
安
と
し
て
は
、
実
車
率

が
55
％
を
超
え
る
、
も
し
く
は
ア

プ
リ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
率
が
85
％
を

下
回
っ
た
時
だ
。
こ
れ
は
一
部
の

事
業
者
だ
け
で
は
な
く
、
全
社
で

申
請
し
て
行
き
た
い
。
た
だ
、
認

可
を
受
け
た
か
ら
と
い
っ
て
絶
対

に
運
行
し
な
い
と
い
け
な
い
、
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
各
社
の

判
断
だ
。
逆
に
、
認
可
を
得
な
い

ま
ま
、
な
に
わ
モ
デ
ル
の
配
車
を

受
け
る
と
運
賃
違
反
に
な
る
可
能

性
が
あ
る
」
な
ど
と
指
摘
し
た
。

理
事
会
終
了
後
に
記
者
会
見
を
開
く

　

理
事
会
終
了
後
に
開
催
さ
れ
た

記
者
会
見
に
は
、
坂
本
会
長
を
は

じ
め
と
す
る
正
副
会
長
・
専
務
理

事
ら
が
出
席
。

　

第
１
期
~
第
４
期
に
分
け
て
計

３
１
５
台
が
配
分
さ
れ
る
万
博
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
に
関
し
て
は
、
第
１

期
分
と
し
て
２
月
13
日
に
50
台
が

大
阪
・
光
の
饗
宴
２
０
２
４
へ
の

イ
ベ
ン
ト
対
応
で
Ｎ
Ｒ
Ｓ
を
実
施

し
た
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
配
分
さ

れ
た
の
に
続
き
、
２
月
28
日
に
配

分
さ
れ
る
第
２
期
分
の
55
台
に
つ

い
て
は
、
申
請
台
数
が
配
分
台
数

を
超
え
た
た
め
按
分
に
な
る
見
通

し
が
示
さ
れ
た
。

　

第
３
期
分
の
１
０
５
台
は
３
月

17
日
に
配
分
、
第
４
期
分
の
１
０

５
台
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
直

前
の
４
月
25
日
に
配
分
と
な
る
。

　

Ｎ
Ｒ
Ｓ
︵
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
=
万
博
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
︶
の
受

け
止
め
に
つ
い
て
、
坂
本
会
長
は

「
う
ち
︵
日
本
タ
ク
シ
ー
︶
で
は

や
っ
て
い
な
い
」
と
し
た
一
方
、

古
知
愛
一
郎
副
会
長
は
「
い
わ
ゆ

る
通
常
型
と
大
阪
・
光
の
饗
宴
２

０
２
４
へ
の
イ
ベ
ン
ト
対
応
型
で

Ｎ
Ｒ
Ｓ
を
実
施
し
て
お
り
、︵
万

博
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
で
も
︶
第
１
期

分
の
配
分
を
受
け
て
い
る
」
と
し

な
が
ら
、「
そ
れ
な
り
の
売
上
に

は
な
っ
て
お
り
、
一
種
免
許
で
可

能
な
の
で
応
募
も
あ
る
が
、
面
接

ま
で
行
く
人
は
少
な
い
。
輸
送
力

と
し
て
タ
ク
シ
ー
の
補
完
に
ま
で

な
っ
て
い
る
か
は
疑
問
だ
」
と
す

る
一
方
で
、「︵
国
交
省
や
全
タ
ク

連
な
ど
の
︶
方
針
に
従
っ
て
、
や

ら
な
け
れ
ば
ダ
メ
だ
と
い
う
義
務

感
で
や
っ
て
い
る
」
と
の
認
識
を

示
し
た
。

　

坂
本
会
長
は
、「
大
阪
・
関
西

万
博
の
開
催
期
間
中
に
、
タ
ク

シ
ー
が
足
ら
な
い
よ
う
な
状
況
に

な
っ
た
か
ど
う
か
、
が
問
題
だ
。

タ
ク
シ
ー
が
余
っ
て
い
る
よ
う
な

状
況
で
、
Ｎ
Ｒ
Ｓ
︵
万
博
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
な
ど
︶
が
稼
働
し
て
い
る

か
ど
う
か
、は
問
題
に
な
ら
な
い
」

と
し
て
、
大
阪
・
関
西
万
博
の
輸

送
対
応
は
、
タ
ク
シ
ー
で
十
分
に

賄
え
る
、
と
い
う
現
状
認
識
を
改

め
て
強
調
し
た
。

　

ま
た
、
東
京
都
特
別
区
・
武
三

交
通
圏
で
７
４
３
台
が
設
定
さ
れ

た
、
準
特
定
地
域
に
お
け
る
期
間

限
定
暫
定
増
車
に
関
し
て
は
、
63

台
が
設
定
さ
れ
た
大
阪
市
域
交
通

圏
に
お
い
て
も
「
申
請
は
出
て
い

る
」
と
し
て
、
大
阪
市
域
交
通
圏

タ
ク
シ
ー
準
特
定
地
域
協
議
会
が

書
面
開
催
さ
れ
る
。



　

燃
料
費
な
ど
の
輸
入
物

価
の
上
昇
や
イ
ン
フ
レ
、

人
手
不
足
、
春
闘
で
の
賃

上
げ
傾
向
な
ど
を
背
景

に
、
事
業
運
営
コ
ス
ト
の

上
昇
分
の
転
嫁
や
人
材
確

保
、
設
備
投
資
な
ど
の
た

め
の
値
上
げ
に
踏
み
切
る

動
き
が
、
タ
ク
シ
ー
業
界

内
で
も
全
国
的
に
拡
が
っ

て
い
る
。
令
和
５
年
度
実

績
が
利
用
で
き
る
今
年
前

半
は
、
主
要
都
市
を
中
心

に
運
賃
改
定
要
請（
申
請
）

の
ラ
ッ
シ
ュ
と
な
り
そ
う
で
、
１
月
６
日
の
最
初
の
申
請
か
ら
１

カ
月
も
し
な
い
う
ち
に
申
請
率
要
件
の
50
％
を
ク
リ
ア
し
た
京
都

市
域
地
区
に
続
き
、
名
古
屋
地
区
や
大
阪
地
区
、
東
京
都
特
別
区
・

武
三
地
区
で
の
運
賃
改
定
に
向
け
た
動
き
が
顕
在
化
し
て
い
る
状

況
だ
。

　

こ
の
う
ち
大
阪
地
区
で
は
、
大
阪
タ
ク
シ
ー
協
会
が
、
会
員
事

業
者
を
対
象
に
２
月
12
日
付
で
「
運
賃
改
定
等
に
関
す
る
意
識
調

査
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
付
し
た
。

　

ま
た
、
配
車
ア
プ
リ
の
市
場
支
配
力
が
強
ま
る
中
で
、
配
車
ア

プ
リ
会
社
が
徴
収
す
る
配
車
手
数
料
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
迎
車

料
金
の
新
設
や
増
額
を
検
討
す
る
動
き
も
出
て
い
る
。

運
賃
改
定
の
必
要
性
や
時
期
・
方
法

　

大
阪
タ
ク
シ
ー
協
会
︵
坂
本
栄

二
会
長
︶
は
２
月
12
日
付
で
、
会

員
事
業
者
を
対
象
と
し
た
運
賃
改

定
に
関
す
る
意
向
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
と
し
て
「
運
賃
改
定
等
に
関
す

る
意
識
調
査
」
を
送
付
。

　

大
タ
協
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、「
経
営
委
員
会
で
は
大
阪
地

区
の
運
賃
問
題
に
つ
い
て
議
論
を

行
っ
て
い
る
」
と
し
な
が
ら
、「
乗

務
員
の
更
な
る
待
遇
改
善
の
た
め

に
は
運
賃
改
定
が
必
要
で
あ
る
と

い
う
意
見
が
あ
り
、
ま
た
、
他
府

県
に
お
い
て
も
運
賃
改
定
の
申
請

が
相
次
い
で
い
る
」
な
ど
と

指
摘
。

　

そ
の
上
で
、「
こ
の
よ
う

な
こ
と
を
踏
ま
え
、
過
日
開

催
の
経
営
委
員
会
に
お
い

て
、﹃
運
賃
改
定
等
に
関
す

る
意
識
調
査
﹄
を
実
施
す
る

こ
と
が
了
承
さ
れ
た
」
な
ど

と
説
明
し
て
い
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
内
容

大
阪
地
区
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
実
施

運
賃
改
定
へ
の
動
き
が
全
国
に
拡
が
る

t o p i c s

は
、①
運
賃
改
定
の
必
要
性
=「
運

賃
改
定
は
必
要
」、「
ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い
」、「
運
賃
改
定
は
不
要
」

の
３
つ
の
選
択
肢
と
そ
の
理
由

︵
以
下
同
じ
︶、
②
次
回
の
運
賃
改

定
の
時
期
=
「
大
阪
・
関
西
万
博

に
関
わ
ら
ず
、
出
来
る
だ
け
早

期
」、「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」、

「
し
か
る
べ
き
時
期
」、
③
次
回
の

運
賃
改
定
の
方
法
=
「
初
乗
り
距

離
の
短
縮
」、「
ど
ち
ら
と
も
い
え

な
い
」、「
初
乗
り
金
額
を
増
額
」、

④
爾
後
の
前
倒
し
=
「
爾
後
の
前

倒
し
を
止
め
て
、
初
乗
り
を
統

一
」、「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」、

「
爾
後
の
前
倒
し
を
認
め
る
」、
⑤

全
国
の
運
賃
ブ
ロ
ッ
ク
は
減
少
す

る
方
向
=
「
大
阪
の
運
賃
ブ
ロ
ッ

ク
は
一
つ
で
よ
い
」、「
ど
ち
ら
と

も
い
え
な
い
」、「
地
域
の
実
情
に

よ
り
運
賃
ブ
ロ
ッ
ク
を
分
け
る
」、

⑥
現
在
は
爾
後
１
０
０
円
単
位
の

加
算
運
賃
だ
が
、
次
回
の
加
算
額

の
単
位
=
「
１
０
０
円
単
位
が
よ

い
」、「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」、

「
１
０
０
円
単
位
で
な
く
て
よ

い
」、
⑦
大
阪
で
は
特
定
大
型
車

の
車
種
区
分
が
他
府
県
と
異
な
っ

て
い
る
︵
大
阪
は
特
定
大
型
車
の

定
員
が
７
人
以
上
、
東
京
や
京
都

は
９
人
以
上
。
大
阪
で
は
、
乗
車

定
員
が
７
人
の
シ
エ
ン
タ
や
ア
ル

フ
ァ
ー
ド
な
ど
が
特
定
大
型
車
に

な
る
︶
こ
と
に
つ
い
て
=
「
車
種

区
分
は
、
東
京
や
京
都
と
同
じ
に

す
る
方
が
よ
い
」、「
ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い
」、「
車
種
区
分
は
、
現

行
の
ま
ま
が
よ
い
」、
⑧
そ
の
他
、

運
賃
改
定
の
つ
い
て
の
意
見

Ｉ

な
ど
を
聞
い
て
い
る
。

配
車
手
数
料
対
策
で
迎
車
料
金
新
設

　

ま
た
、
配
車
ア
プ
リ
の
市
場
支

配
力
が
強
ま
る
中
で
、
配
車
ア
プ

リ
会
社
が
徴
収
す
る
配
車
手
数
料

へ
の
対
応
策
と
し
て
、
迎
車

料
金
の
新
設
や
増
額
を
検
討

す
る
動
き
も
出
て
お
り
、
福

岡
市
を
中
心
と
す
る
福
岡
交

通
圏
で
は
、
令
和
６
年
７
月

１
日
か
ら
迎
車
料
金
と
し
て

１
回
２
０
０
円
~
３
０
０
円

を
新
し
く
設
定
。
一
定
の
増

収
効
果
も
生
ん
で
い
る
。

14
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Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
は
２
月

27
日
、
日
本
郵
便
お
よ
び
石
川
県

加
賀
市
と
提
携
し
て
、
加
賀
市
観

光
交
流
機
構
が
運
行
主
体
と
な
っ

て
い
る
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
（
道

路
運
送
法
78
条
２
号
に
基
づ
く
自

家
用
有
償
旅
客
運
送
事
業
で
、
加

賀
第
一
交
通
に
運
行
管
理
な
ど
を

委
託
）
に
お
い
て
、
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
ド
ラ
イ
バ
ー
が
旅
客
運
送
に
加

え
、
日
本
郵
便
の
「
ゆ
う
パ
ッ
ク
」

な
ど
の
小
荷
物
配
送
も
担
う
、
貨

客
混
載
の
実
証
実
験
を
全
国
で
初

め
て
３
月
か
ら
開
始
す
る
と
発
表

し
た
。

ド
ラ
イ
バ
ー
空
き
時
間
を
有
効
活
用

　

公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
業
務
委

託
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
貨
客
混
載

は
、国
土
交
通
省
の「
ド
ラ
イ
バ
ー

シ
ェ
ア
推
進
協
議
会
」
の
方
針

に
沿
う
も
の
で
、
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
Ｊ

ａ
ｐ
ａ
ｎ
と
日
本
郵
便
、
石
川
県

加
賀
市
の
提
携
に
よ
る
実
証
実
験

が
、全
国
初
の
取
り
組
み
と
な
る
。

　

山
代
・
山
中
・
片
山
津
な
ど
の

温
泉
地
が
所
在
す
る
加
賀
市
で
は
、

北
陸
新
幹
線
の
延
伸
開
業
に
合
わ

せ
る
形
で
、
昨
年
３
月
12
日
か
ら

Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
ア
プ
リ
に
よ
る
公
共
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
の
運
行
を
開
始
し
た

も
の
の
、
特
に
平
日
昼
間
や
観
光

客
が
少
な
い
時
に
、
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
ド
ラ
イ
バ
ー
の
時
間
を
有
効
活

用
す
る
目
的
で
、日
本
郵
便
の
「
ゆ

う
パ
ッ
ク
」
な
ど
の
小
荷
物
配
送

を
、
貨
客
混
載
の
実
証
実
験
と
し

て
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

公
共
Ｒ
Ｓ
で
貨
客
混
載
の
実
証
実
験

Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
が
日
本
郵
便
や
加
賀
市
と
提
携

t o p i c s

　

関
東
運
輸
局
の
矢
吹
尚
子
・
自
動
車
交

通
部
長
や
中
村
光
秀
・
自
動
車
監
査
指
導

部
長
ら
は
２
月
19
日
、
定
例
の
記
者
会
見

を
開
い
た
。

　

自
動
車
監
査
指
導
部
の
中
村
部
長
は
、

中
国
な
ど
の
春
節
の
大
型
連
休
に
合
わ
せ

て
成
田
空
港
や
羽
田
空
港
、
神
奈
川
県
の

鎌
倉
で
実
施
し
た
白
タ
ク
防
止
の
啓
発
稼

働
の
概
要
な
ど
を
説
明
し
た
ほ
か
、
準
特

定
御
地
域
に
お
け
る
タ
ク
シ
ー
未
稼
働
枠

の
暫
定
活
用
に
つ
い
て
、
矢
吹
・
自
交
部
長
は
「
す
ぐ
に
稼
働
が

で
き
る
事
業
者
と
い
う
制
約
が
あ
る
制
度
」
と
し
な
が
ら
、「
皆
さ

ん
（
タ
ク
シ
ー
事
業
者
）
が
ど
う
動
か
れ
る
か
、
や
っ
て
み
な
い

と
分
か
ら
な
か
っ
た
。
暫
定
で
ト
ラ
イ
ア
ル
し
た
意
味
は
あ
っ
た

か
な
と
思
う
」
な
ど
と
す
る
見
方
を
示
し
た
。

特
別
区
・
武
三
は
超
過
、他
は
ゼ
ロ

　

矢
吹
・
自
交
部
長
は
「
１
月
28

日
付
で
準
特
定
御
地
域
に
お
け
る

タ
ク
シ
ー
未
稼
働
枠
の
暫
定
活
用

に
つ
い
て
の
公
示
を
行
い
、
同
日

か
ら
２
月
７
日
ま
で
対
象
地
域
に

お
け
る
申
請
受
付
を
行
っ
た
」
と

し
な
が
ら
、「
東
京
都
特
別
区
・

武
三
交
通
圏
に
お
い
て
は
、
２
月

10
日
付
で
東
京
運
輸
支
局
か
ら
準

特
定
地
域
協
議
会
の
会
長
宛
て
に

通
知
を
し
た
と
こ
ろ
だ
」
と
し
た

上
で
、
暫
定
増
車
枠
の
７
４
３
台

を
超
え
る
申
請
が
出
た
特
別
区
・

武
三
交
通
圏
に
関
し
て
は
、
配
分

案
に
つ
い
て
の
意
見
聴
取
の
た
め

の
準
特
定
地
域
協
議
会
が
２
月
27

日
付
で
書
面
開
催
さ
れ
る
、
な
ど

と
説
明
し
た
。

　

一
方
で
、
神
奈
川
県
小
田
原
交

関
運
局
管
内
で
の
暫
定
増
車
申
請
状
況

特
別
区
武
三
７
４
３
台
超
、他
は
ゼ
ロ

t o p i c s

通
圏
︵
暫
定
増
車
枠
４
台
︶、
埼

玉
県
県
北
︵
３
台
︶、
茨
城
県
水

戸
中
央
︵
２
台
︶
と
同
県
南
︵
４

台
︶、
栃
木
県
県
南
︵
４
台
︶
の

５
交
通
圏
17
台
に
は
、
暫
定
増
車

の
申
請
は
出
な
っ
た
。

マ
ッ
チ
ン
グ
率
は
概
ね
90
％
以
上

　

日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
つ

い
て
は
、
２
月
13
日
付
で
千
葉

県
外
房
交
通
圏
の
タ
ク
シ
ー
事

業
者
か
ら
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
を
実
施
し
た
い
旨
の
申
出
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
２
月
17
日
~

27
日
に
か
け
て
同
交
通
圏
の
事

業
者
に
対
す
る
意
向
調
査
を
実

施
し
た
。
千
葉
県
内
で
は
、既
に
、

千
葉
・
京
葉
・
東
葛
の
各
交
通

圏
な
ど
で
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
が
運
行
さ
れ
て
い
る
。

　

関
運
局
管
内
に
お
け
る
日
本
版

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
マ
ッ
チ
ン
グ
率

に
つ
い
て
、
矢
吹
・
自
交
部
長
は

「
２
月
２
日
付
で
の
資
料
を
見
る

限
り
、
概
ね
管
内
で
は
90
％
以
上

の
時
間
帯
が
多
く
な
っ
て
い
て
、

ア
プ
リ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
率
と
し
て

は
概
ね
需
要
に
対
応
で
き
て
い
る

の
で
は
な
い
か
」
な
ど
と
す
る
見

方
を
示
し
、
ま
た
、
日
本
版
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
に
係
る
事
故
報
告
は
上

が
っ
て
来
て
い
な
い
、と
も
し
た
。



東
北
や
九
州
の
各
県
で
厳
し
い
状
況
に

乗
務
員
数
の
回
復
傾
向
も
二
極
化
示
す

t o p i c s　

全
タ
ク
連
が
取
り
ま
と
め
て
い
る
「
タ
ク
シ
ー
乗
務
員
数
の
推
移
」（
登
録
実
施
機
関
別
運
転
者
証

交
付
数
の
推
移
）
に
よ
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
２
０
２
０
年
３
月
31
日
（
全
国
の
運
転
者
証
交
付
数
は

28
万
２
１
６
８
件
）
と
の
比
較
で
、
今
年
１
月
31
日
時
点
で
の
運
転
者
証
交
付
数
は
24
万
２
４
１
９
件
で
、

充
足
率
は
85
・
８
％
。
マ
イ
ナ
ス
３
万
９
７
４
９
件
で
、
い
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
で
急
減
し
た
乗
務
員
数
の
回

復
に
は
至
っ
て
い
な
い
状
況
だ
。

　

一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
た
直
後
の
２
０
２
３
年
３
月
31
日
（
全
国
の
運
転
者
証
交
付
数
は

23
万
１
９
３
８
件
）
と
の
比
較
で
は
、
１
万
４
８
１
件
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
１
年
10
カ
月
を

か
け
て
減
少
分
の
５
分
の
１
強
（
約
21
％
）
を
戻
し
た
格
好
で
、
そ
の
歩
み
は
遅
い
。

　

乗
務
員
数
の
回
復
度
合
に
お
け
る
都
市
部
と
地
方
部
な
ど
の
地
域
間
格
差
も
拡
大
し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ

禍
が
収
束
し
た
直
後
の
２
０
２
３
年
３
月
31
日
と
の
比
較
で
、
東
京
Ａ
（
特
別
区
・
武
三
交
通
圏
）
は

４
９
６
３
件
増
の
１
１
０
％
と
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
減
少
分
の
半
分
ほ
ど
を
回
復
し
て
い
る
。

　

大
阪
Ａ
（
大
阪
市
域
交
通
圏
）
は
、同
じ
く
１
８
９
２
件
増
の
１
１
２
％
。
福
岡
Ｂ
（
福
岡
交
通
圏
）
も
、

同
じ
く
７
０
５
件
増
の
１
１
１
％
と
な
っ
て
い
て
堅
調
だ
。

　

一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
明
け
の
２
０
２
３
年
３
月
31
日
時
点
と
の
比
較
で
、
運
転
者
証
の
交
付
件
数
が
横

這
い
、
も
し
く
は
さ
ら
に
減
少
傾
向
に
あ
る
地
域
も
あ
り
、
青
森
（
マ
イ
ナ
ス
４
％
）、
岩
手
（
マ
イ
ナ
ス

５
％
）、
宮
城
Ａ
（
マ
イ
ナ
ス
１
％
）、
宮
城
Ｂ
（
マ
イ
ナ
ス
５
％
）、
秋
田
（
マ
イ
ナ
ス
６
％
）、
山
形
（
マ

イ
ナ
ス
１
％
）
な
ど
の
東
北
各
県
に
お
い
て
乗
務
員
の
確
保
に
苦
戦
し
て
い
る
ほ
か
、
新
潟
（
マ
イ
ナ
ス

３
％
）、
富
山
（
マ
イ
ナ
ス
１
％
）、
福
井
（
マ
イ
ナ
ス
１
％
）、
静
岡
（
マ
イ
ナ
ス
２
％
）、
京
都
Ｂ
（
京

都
北
部
、
マ
イ
ナ
ス
８
％
）、
奈
良
（
マ
イ
ナ
ス
２
％
）、
和
歌
山
（
マ
イ
ナ
ス
１
％
）、
山
口
（
マ
イ
ナ
ス

５
％
）、愛
媛
（
マ
イ
ナ
ス
２
％
）、高
知
（
マ
イ
ナ
ス
６
％
）、福
岡
Ａ
（
北
九
州
交
通
圏
、マ
イ
ナ
ス
９
％
）、

福
岡
Ｃ
（
北
九
州
と
福
岡
の
両
交
通
圏
以
外
、
マ
イ
ナ
ス
５
％
）、
佐
賀
（
マ
イ
ナ
ス
２
％
）、
長
崎
（
マ

イ
ナ
ス
９
％
）、
大
分
（
マ
イ
ナ
ス
５
％
）、
宮
崎
（
マ
イ
ナ
ス
６
％
）、
鹿
児
島
（
マ
イ
ナ
ス
５
％
）
な
ど

と
、
九
州
各
県
も
福
岡
交
通
圏
と
熊
本
を
除
く
と
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

〈
本
紙
編
集
長
＝
熊
澤　

義
一
〉
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車種 年月
延実在
車両数

（日車）

延実働
車両数

（日車）

実働率
（％）

実車
キロ

走行
キロ

実車率
（％）

輸送
回数

輸送
人員

運送収入
（千円）

迎車
回数

実働１日１車当たり
走行
キロ

輸送
回数

運送
収入

普
通
車

令和 6 年
12 月 23,379 16,127 69.0 1,422,243 3,257,358 43.7 442,328 554,505 866,240 207,530 202 27.4 53,714

令和 5 年
12 月 23,225 15,324 66.0 1,380,308 3,127,163 44.1 423,390 533,150 836,446 184,959 204.1 27.6 54,584

前年対比 100.7 105.2 104.5 103.0 104.2 98.9 104.5 104.0 103.6 112.2 99.0 99.3 98.4

 ● 東京都多摩地区　原価計算対象 16 事業者 812 台（うち普通車 753 台）　輸送実績速報（令和６年 12 月分）

車種 年月
延実在
車両数

（日車）

延実働
車両数

（日車）

実働率
（％）

実車
キロ

走行
キロ

実車率
（％）

輸送
回数

輸送
人員

運送収入
（千円）

迎車
回数

実働１日１車当たり
走行
キロ

輸送
回数

運送
収入

普
通
車

令和 6 年
12 月 81,235 59,364 73.1 7,380,237 14,970,755 49.3 1,542,168 2,003,557 3,949,992 461,641 252.2 26.0 66,539

令和 5 年
12 月 80,779 55,890 69.2 7,051,655 14,169,866 49.8 1,484,738 1,962,938 3,751,185 393,514 253.5 26.6 67,117

前年対比 100.6 106.2 105.6 104.7 105.7 99.1 103.9 102.1 105.3 117.3 99.5 97.8 99.1

令和 6 年
11 月 78,197 57,051 73.0 6,772,027 14,026,513 48.3 1,431,068 1,855,315 3,603,176 412,918 245.9 25.1 63,157

前月対比 103.9 104.1 100.1 109.0 106.7 102.1 107.8 108.0 109.6 111.8 102.6 103.6 105.4

 ● 東京都特別区・武三地区　原価計算対象 29 事業者 2,620 台　輸送実績速報（令和６年 12 月分）
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ブロック 都道府県
昨年１月の

19 年比
（％）

11 月の
19 年比
（％）

12 月の
19 年比
（％）

１月の
19 年比
（％）

北海道 北海道（5 社うち 4 社が 23 年に運賃改定） 73.9 89.0 88.6 87.9 

東北

青森（5 社、全社が 23 年 6 月 15 日運賃改定） 87.3 102.5 98.8 93.6 
岩手（5 社、全社が 22 年 12 月 19 日運賃改定） 71.0 82.7 76.0 76.0 
宮城（5 社、全社が 23 年に運賃改定） 82.9 83.2 91.1 81.8 
秋田（5 社、全社が 23 年に運賃改定） 67.9 76.0 73.8 68.3 
山形（5 社、全社が 23 年に運賃改定） 72.4 83.4 83.2 79.8 
福島（7 社、全社が 21 年 11 月 1 日運賃改定） 76.3 82.3 79.5 79.5 

関東

茨城（5 社、全社が 23 年 9 月 19 日運賃改定） 102.7 111.0 112.5 119.8 
栃木（9 社、全社が 23 年 12 月 4 日改定） 95.9 101.4 103.2 101.5 
群馬（5 社、全社が 23 年 10 月 10 日改定） 91.2 82.7 79.5 82.3 
埼玉（5 社、全社が 23 年 11 月 20 日運賃改定） 97.4 106.9 107.4 113.1 
千葉（6 社、全社が 23 年 11 月 20 日運賃改定） 121.8 128.3 122.1 129.6 
東京（5 社、全社が 22 年 11 月 14 日運賃改定） 91.4 104.8 110.1 111.7 
神奈川（5 社、4 社が 23 年 11 月、1 社が 24 年 3 月） 97.9 110.7 108.5 106.3 
山梨（4 社うち 3 社が 24 年 4 月 8 日運賃改定） 69.2 104.6 108.1 87.7 

北陸信越

新潟（5 社うち 4 社が 23 年 10 月 25 日運賃改定） 93.9 83.6 87.6 83.1 
富山（4 社、全社が 23 年 9 月 11 日運賃改定） 119.4 110.1 109.1 105.2 
石川（4 社、全社が 23 年 6 月 26 日運賃改定） 107.7 97.3 94.7 86.9 
長野（4 社、全社が 23 年 9 月 25 日運賃改定） 84.9 87.2 88.4 102.9 

中部

福井（5 社、全社が 23 年 10 月 25 日運賃改定） 104.7 115.4 110.4 111.6 
岐阜（5 社、全社が 23 年に運賃改定） 83.5 98.8 95.6 96.5 
静岡（5 社、全社が 23 年 9 月に運賃改定） 85.3 72.6 78.4 76.8 
愛知（5 社うち 2 社が 23 年 3 月 20 日改定） 88.4 98.5 99.1 91.0 
三重（5 社、全社が 23 年 9 月 11 日運賃改定） 85.4 95.1 93.5 90.8 

近畿

滋賀（6 社、全社が 23 年 5 月 1 日運賃改定） 84.8 87.0 81.5 80.4 
京都（6 社うち 4 社が 23 年 5 月、2 社が 24 年 3 月） 92.5 103.7 102.5 94.8 
大阪（5 社、全社が 23 年 5 月 31 日運賃改定） 99.2 114.9 115.6 117.6 
兵庫（6 社うち 5 社が 23 年 5 月 31 日運賃改定） 87.1 91.0 86.6 82.6 
奈良（5 社、全社が 24 年 11 月 11 日運賃改定） 73.1 84.6 84.5 82.4 
和歌山（5 社、全社が 23 年 7 月 3 日運賃改定） 78.1 85.1 81.0 67.8 

中国

鳥取（4 社、全社が 23 年 12 月 25 日運賃改定） 90.5 106.5 101.2 92.4 
島根（5 社、全社が 24 年 3 月 29 日運賃改定） 75.5 93.6 86.7 74.0 
岡山（5 社、全社が 23 年 6 月 26 日運賃改定） 93.4 98.9 92.0 92.9 
広島（5 社、全社が 23 年 6 月 26 日運賃改定） 91.8 113.9 108.2 109.7 
山口（5 社、全社が 23 年 8 月 1 日運賃改定） 87.5 88.4 83.6 84.3 

四国

徳島（5 社、全社が 23 年 9 月 11 日運賃改定） 94.9 83.9 87.4 91.2 
香川（5 社、全社が 23 年 3 月 6 日に運賃改定） 86.4 100.9 95.3 96.6 
愛媛（6 社うち 5 社が 23 年 6 月 26 日運賃改定） 66.9 74.1 66.1 77.8 
高知（5 社、全社が 24 年 2 月 19 日運賃改定） 79.3 87.4 83.3 79.5 

九州

福岡（8 社、うち 7 社が 23 年 8 月に運賃改定） 86.0 105.5 103.8 101.8 
佐賀（9 社、全社が 23 年 10 月 25 日運賃改定） 87.4 92.1 87.6 88.0 
長崎（5 社、全社が 23 年 9 月 1 日運賃改定） 88.8 95.0 87.4 82.8 
熊本（4 社、全社が 24 年 4 月 26 日運賃改定） 82.0 108.9 103.1 106.9 
大分（6 社、全社が 23 年 7 月 12 日運賃改定） 72.1 81.6 78.8 74.0 
宮崎（5 社、全社が 23 年 7 月 26 日運賃改定） 97.9 94.3 90.0 89.2 
鹿児島（6 社、全社が 23 年 8 月 1 日運賃改定） 89.7 96.2 92.1 92.8 

沖縄 沖縄（1 グループ +4 社、全社が 23 年に運賃改定） 101.9 128.2 120.9 120.8 
全国の営業収入の 2019 年同月比 88.3 96.2 94.0 92.4 

 ● 新型コロナウィルス感染症の影響による営業収入の変化（全タク連が実施したサンプル調査）
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登録実施機関 2020.3.31 2023.3.31 減少数 2023.3.31
充足率 2025.1.31 2025.1.31

充足率
直近 3 カ月

の増減
22 カ月間

での増減率
北海道Ａ 8,528 6,647 1,881 77.9% 6,869 80.5% △ 13 103%
北海道Ｂ 8,547 6,862 1,685 80.3% 6,878 80.5% 4 100%

青 森 3,482 2,713 769 77.9% 2,592 74.4% △ 10 96%
岩 手 2,675 2,211 464 82.7% 2,092 78.2% △ 7 95%

宮 城 Ａ 3,970 3,238 732 81.6% 3,202 80.7% △ 28 99%
宮 城 Ｂ 1,853 1,506 347 81.3% 1,429 77.1% △ 8 95%

秋 田 1,576 1,283 293 81.4% 1,205 76.5% △ 10 94%
山 形 1,609 1,366 243 84.9% 1,355 84.2% △ 4 99%
福 島 3,464 3,091 373 89.2% 3,077 88.8% 9 100%
茨 城 3,135 2,658 477 84.8% 2,654 84.7% △ 12 100%
栃 木 1,982 1,716 266 86.6% 1,754 88.1% 0 102%
群 馬 1,612 1,338 274 83.0% 1,434 89.0% △ 5 107%

埼 玉 Ａ 4,053 3,316 737 81.8% 3,428 84.6% △ 22 103%
埼 玉 Ｂ 5,212 4,355 857 83.6% 4,408 84.6% △ 10 101%
千 葉 Ａ 6,280 5,471 809 87.1% 5,742 91.4% △ 1 105%
千 葉 Ｂ 2,621 2,325 296 88.7% 2,525 96.3% 0 109%
東 京 Ａ 58,257 48,515 9,742 83.3% 53,478 91.8% △ 257 110%
東 京 Ｂ 6,297 5,141 1,156 81.6% 5,141 81.6% △ 24 100%

神奈川Ａ 11,945 10,032 1,913 84.0% 10,984 92.0% △ 36 109%
神奈川Ｂ 5,214 4,260 954 81.7% 4,435 85.1% △ 33 104%

山 梨 1,232 960 272 77.9% 1,056 85.7% △ 1 110%
新 潟 3,731 2,982 749 79.9% 2,897 77.6% △ 20 97%
富 山 1,077 855 222 79.4% 850 78.9% △ 4 99%
石 川 2,321 1,898 423 81.8% 1,926 83.0% △ 21 101%
長 野 3,273 2,594 679 79.3% 2,662 81.3% 4 103%
福 井 1,109 939 170 84.7% 931 83.9% 0 99%
岐 阜 2,106 1,594 512 75.7% 1,589 75.5% △ 17 100%
静 岡 6,082 4,960 1,122 81.6% 4,865 80.0% 6 98%

愛 知 Ａ 9,168 7,219 1,949 78.7% 7,745 84.5% △ 37 107%
愛 知 Ｂ 3,323 2,558 765 77.0% 2,613 78.6% △ 12 102%

三 重 1,526 1,230 296 80.6% 1,286 84.3% △ 1 105%
滋 賀 1,340 1,108 232 82.7% 1,123 83.8% △ 12 101%

京 都 Ａ 7,953 6,147 1,806 77.3% 6,664 83.8% 7 108%
京 都 Ｂ 409 347 62 84.8% 318 77.8% △ 1 92%
大 阪 Ａ 19,247 16,028 3,219 83.3% 17,920 93.1% △ 20 112%
大 阪 Ｂ 2,222 1,815 407 81.7% 1,933 87.0% △ 12 107%
兵 庫 Ａ 7,278 5,758 1,520 79.1% 5,922 81.4% △ 45 103%
兵 庫 Ｂ 2,241 1,985 256 88.6% 1,998 89.2% △ 5 101%

奈 良 1,447 1,170 277 80.9% 1,144 79.1% △ 4 98%
和 歌 山 1,442 1,167 275 80.9% 1,153 80.0% △ 12 99%

鳥 取 830 629 201 75.8% 641 77.2% △ 10 102%
島 根 1,316 1,065 251 80.9% 1,086 82.5% △ 7 102%
岡 山 3,338 2,696 642 80.8% 2,736 82.0% △ 24 101%

広 島 Ａ 4,428 3,525 903 79.6% 3,565 80.5% △ 17 101%
広 島 Ｂ 3,029 2,638 391 87.1% 2,629 86.8% △ 3 100%

山 口 2,638 2,121 517 80.4% 2,019 76.5% △ 21 95%
徳 島 1,269 1,124 145 88.6% 1,137 89.6% 3 101%
香 川 1,604 1,443 161 90.0% 1,529 95.3% △ 2 106%
愛 媛 2,851 2,390 461 83.8% 2,347 82.3% △ 59 98%
高 知 1,589 1,352 237 85.1% 1,269 79.9% △ 56 94%

福 岡 Ａ 3,651 2,993 658 82.0% 2,726 74.7% 3 91%
福 岡 Ｂ 8,282 6,655 1,627 80.4% 7,360 88.9% △ 17 111%
福 岡 Ｃ 2,715 2,156 559 79.4% 2,053 75.6% △ 14 95%

佐 賀 1,248 1,085 163 86.9% 1,065 85.3% 1 98%
長 崎 3,819 3,168 651 83.0% 2,874 75.3% △ 23 91%
熊 本 4,103 3,489 614 85.0% 3,608 87.9% △ 44 103%
大 分 2,468 2,064 404 83.6% 1,959 79.4% △ 7 95%
宮 崎 2,174 1,740 434 80.0% 1,628 74.9% △ 9 94%

鹿 児 島 3,220 2,500 720 77.6% 2,384 74.0% △ 19 95%
沖 縄 6,747 5,747 1,000 85.2% 6,257 92.7% 15 109%
全 国 282,168 231,938 50,230 82.2% 242,149 85.8% △ 984 104%

 ● タクシー乗務員数の推移（登録実施機関別運転者証交付数の推移）

充足率=「その時点の運転者証交付数」÷「令和2（2020）年 3月31日の運転者証交付数」により算出
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全
国
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
注
目

　

少
子
高
齢
化
に
よ
る
地
域
の
人

口
減
少
が
地
方
自
治
体
に
と
っ
て

　

神
奈
川
県
横
浜
市
は
こ
の
ほ

ど
、
令
和
７
（
２
０
２
５
）
年

度
当
初
予
算
案
を
発
表
し
た
。

一
般
会
計
の
総
額
は
前
年
度
比

３
・
６
％
増
の
１
兆
９
８
４
４
億

円
で
、
２
年
連
続
の
増
加
と
な

る
。
横
浜
市
で
は
昨
年
、
４
年
ぶ
り
と
な
る
市
の
人
口
増
加
と
な

り
、
特
に
20
代
〜
40
代
の
社
会
増
減
（
転
入
と
転
出
の
差
）
が
過

去
２
０
年
間
で
最
大
の
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き

子
育
て
支
援
を
強
化
す
る
方
向
性
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
横
浜
市
は
、
来
年
度
当
初
予
算
案
の
中

に
、
新
規
に
「
子
育
て
タ
ク
シ
ー
普
及
促
進
事
業
」
と
し
て

１
０
０
０
万
円
を
計
上
。
市
内
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
全
国
子
育
て

タ
ク
シ
ー
協
会
（
会
長
＝
大
野
慶
太
・
東
宝
タ
ク
シ
ー
社
長
）
へ

の
加
入
促
進
を
図
り
、
市
内
18
区
の
す
べ
て
（
現
在
は
７
区
が
サ
ー

ビ
ス
空
白
区
）
で
子
育
て
タ
ク
シ
ー
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
、
同
協
会
へ
の
入
会
金

や
ド
ラ
イ
バ
ー
の
受
講
料
・
登
録
費
・
保

険
料
な
ど
の
費
用
を
全
額
補
助
す
る
。

横
浜
市
が
子
育
て
タ
ク
シ
ー
に
補
助
金

普
及
促
進
事
業
で
新
規
１
０
０
０
万
円

t o p i c s

も
大
き
な
課
題
と
な
る
中
で
、
子

育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
の
、
子

育
て
タ
ク
シ
ー
の
普
及
促
進
に
対

す
る
横
浜
市
の
財
政
的
な
支
援

は
、
他
の
全
国
の
自
治
体
に
と
っ

て
も
先
行
モ
デ
ル
と
な
る
取
り
組

み
と
な
り
そ
う
だ
。

皆
で
や
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る

　

２
月
17
日
に
開
か
れ
た
、
神
奈

川
県
タ
ク
シ
ー
協
会
横
浜
支
部

︵
支
部
長
=
太
田
宏
・
湘
南
交
通

社
長
︶
の
理
事
会
で
は
、
同
支
部

の
副
支
部
長
も
務
め
る
全
国
子
育

て
タ
ク
シ
ー
協
会
の
大
野
慶
太
会

長︵
東
宝
タ
ク
シ
ー
社
長
︶が
、「
横

浜
市
と
の
子
育
て
タ
ク
シ
ー
普
及

事
業
の
推
進
に
つ
い
て
」と
し
て
、

概
要
を
説
明
。

　

担
当
部
署
と
な
る
横
浜
市
子

ど
も
青
少
年
局
の
考
え
と
し
て
、

「
子
育
て
世
帯
の
個
別
輸
送
の
支

援
は
、
子
育
て
し
易
い
街
作
り

を
し
て
い
く
上
で
重
要
な
課

題
と
捉
え
て
お
り
、
子
育
て

タ
ク
シ
ー
の
運
行
を
市
内
18

区
で
網
羅
的
に
展
開
し
、
市

内
タ
ク
シ
ー
47
事
業
者
の

す
べ
て
に
よ
る
運
行
を
目
指

す
」
こ
と
を
紹
介
。
子
育
て

タ
ク
シ
ー
協
会
の
大
野
会
長

は
、「
皆
で
や
る
こ
と
に
意
義
が

あ
る
」
と
し
た
ほ
か
、
自
社
で

取
り
組
む
10
％
の
妊
産
婦
割
引

も
紹
介
し
た
。

入
会
費
や
受
講
料
な
ど
を
全
額
補
助

　

そ
の
上
で
、
横
浜
市
の
来
年
度

予
算
案
に
「
子
育
て
タ
ク
シ
ー
普

及
促
進
事
業
」
と
し
て
新
規
に
計

上
さ
れ
た
１
０
０
０
万
円
の
予
算

措
置
の
仕
組
み
に
つ
い
て
、
新
年

度
と
な
る
４
月
当
初
に
全
国
子
育

て
タ
ク
シ
ー
が
補
助
金
と
し
て
１

０
０
０
万
円
を
受
給
し
た
上
で
、

①
子
育
て
タ
ク
シ
ー
協
会
へ
の
入

会
費
１
社
３
万
円
、
ド
ラ
イ
バ
ー

養
成
講
座
の
受
講
料
１
人
１
万

５
０
０
０
円
、
ド
ラ
イ
バ
ー
登
録

費
と
保
険
料
１
人
１
５
０
０
円
な

ど
を
全
額
補
助
、
②
ド
ラ
イ
バ
ー

養
成
講
座
に
関
連
す
る
説
明
会
や

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
関
す
る
人
件

費
等
、
③
子
育
て
タ
ク
シ
ー
の
普

及
促
進
に
向
け
た
体
験
乗
車
イ
ベ

ン
ト
な
ど
に
係
る
費
用

Ｉ
な
ど

に
充
当
し
、
残
額
を
返
金
す
る
と

い
う
ス
キ
ー
ム
だ
と
し
た
。

横
浜
市
な
ど
三
者
で
協
定
書
を
締
結

　

１
月
22
日
に
は
、
神
奈
川
県
タ

ク
シ
ー
協
会
横
浜
支
部
︵
太
田
宏

支
部
長
︶、全
国
子
育
て
タ
ク
シ
ー

協
会
︵
大
野
慶
太
会
長
︶
お
よ
び

横
浜
市
︵
山
中
竹
春
市
長
︶
の
三

者
で
、
三
者
が
相
互
に
連
携
・
協

力
す
る
こ
と
で
「
横
浜
市
内
に
住

む
子
育
て
家
庭
の
移
動
・
送
迎
に

か
か
る
不
安
や
負
担
を
軽
減
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
」
な
ど
と
し

た
、「
こ
ど
も
の
移
動
・
送
迎
支

援
に
関
す
る
協
定
書
」
を
締
結
し

て
い
る
。

７
社
が
横
浜
市
で
子
育
て
タ
ク
運
行

　

横
浜
市
内
で
は
現
在
、
神
奈
川

都
市
交
通
、
湘
南
交
通
、
ア
サ
ヒ

タ
ク
シ
ー
、
東
宝
タ
ク
シ
ー
、
サ

ン
タ
ク
シ
ー
、
三
ツ
境
交
通
、
ケ

イ
サ
ン
タ
ク
シ
ー
の
７
社
が
、
横

浜
市
内
11
区
で
子
育
て
タ
ク
シ
ー

を
運
行
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
横

浜
市
内
に
所
在
す
る
タ
ク
シ
ー
全

社
の
47
社
に
ま
で
拡
大
す
る
こ
と

で
市
内
全
域
と
な
る
18
区
の
す
べ

て
を
網
羅
す
る
。
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英
語
と
の
奇
妙
な
縁

　

先
月
に
開
い
た
１
月
15
日
か
ら

17
日
ま
で
の
「
英
語
乗
務
員
」
説

明
会
に
続
き
、昨
日
︵
２
月
19
日
︶

お
よ
び
今
日
、
明
日
と
、
タ
ク
シ

ー
乗
務
員
を
対
象
と
し
た
「
ア
プ

リ
乗
務
員
」
説
明
会
を
、
私
が
代

表
理
事
を
務
め
る
静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ

で
開
催
し
て
い
る
。

　

説
明
会
に
は
40
人
を
超
え
る
静

岡
市
内
の
タ
ク
シ
ー
乗
務
員
が
参

加
し
て
く
れ
て
お
り
、
大
型
ク
ル

ー
ズ
船
が
寄
港
す
る
清
水
港
・
日

の
出
埠
埠
頭
に
お
け
る
ス
ポ
ッ
ト

で
の
タ
ク
シ
ー
チ
ャ
ー
タ
ー
手
配

か
ら
、
よ
り
着
実
な
事
前
の
募
集

型
企
画
旅
行
に
よ
る
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
タ
ク
シ
ー
ツ
ア
ー
へ
の
集
客
拡

大
に
向
け
て
、
乗
務
員
の
ガ
イ
ド

化
を
「
英
語
乗
務
員
」
や
「
ア
プ
リ

乗
務
員
」
と
し
て
実
現
し
よ
う
と

企
図
し
て
開
い
た
説
明
会
で
あ
る
。

　

ク
ル
ー
ズ
船
で
や
っ
て
来
る
海

外
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
お
客
様
を
対

象
に
、
性
能
が
向
上
し
た
通
訳
ア

プ
リ
を
駆
使
し
て
タ
ク
シ
ー
ツ
ア

ー
を
実
施
し
よ
う
、と
い
う
企
画
だ
。

　

割
の
良
い
貸
切
ツ
ア
ー
を
受
注

し
て
売
上
を
伸
ば
し
た
い
、
と
い

う
乗
務
員
が
多
い
の
も
確
か
だ
と

は
思
う
が
、
一
方
で
、「
通
訳
ア

プ
リ
」
乗
務
員
か
ら
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
し
て
「
英
語
乗
務
員
」
に
な
り
、

自
身
を
「
タ
ク
シ
ー
サ
ー
ビ
ス
＋

英
語
ガ
イ
ド
」
の
提
供
者
と
し
て

成
長
さ
せ
て
い
き
た
い
と
意
欲
を

み
せ
る
乗
務
員
も
い
る
。

　

そ
う
し
た
姿
を
見
て
い
る
と
、

ふ
と
50
年
近
く
前
の
自
分
を
思
い

出
す
。
当
時
26
歳
で
、
そ
れ
ま
で

の
自
分
の
生
き
方
に
お
い
て
挫
折

し
、
タ
ク
シ
ー
業
界
に
い
わ
ば
拾

わ
れ
た
形
で
乗
務
員
に
な
っ
て
い

た
私
は
、
生
き
が
い
を
失
っ
て
い

た
。
そ
の
時
に
救
い
に
な
っ
た
の

が
、
高
校
卒
業
以
来
遠
ざ
か
っ
て

い
た
英
語
の
世
界
で
あ
っ
た
。

　

当
時
の
タ
ク
シ
ー
乗
務
は
、
待

機
時
間
が
長
く
、
英
語
の
勉
強
の

時
間
は
ふ
ん
だ
ん
に
あ
っ
た
。
ま

だ
若
か
っ
た
の
で
一
所
懸
命
に
勉

強
し
て
外
国
へ
留
学
し
よ
う
と
志

し
、
外
国
人
と
の
会
話
の
機
会
を

求
め
て
タ
ク
シ
ー
の
フ
ロ
ン
ト
ガ

ラ
ス
に
「
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
Ｈ　

Ｓ

Ｐ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
Ｎ
」
と
書
い
た
パ
ネ
ル

を
表
示
し
た
り
も
し
て
い
た
。
し

か
し
、
様
々
な
経
緯
か
ら
外
国
に

留
学
す
る
こ
と
も
な
く
、
英
語
力

も
半
端
な
レ
ベ
ル
で
終
わ
っ
て
し

ま
っ
た
。

　

こ
の
タ
ク
シ
ー
乗
務
員
時
代
の

英
語
と
の
関
り
に
つ
い
て
は
、
コ

ラ
ム
団
塊
耕
志
録
の
第
４
回
と
５

回
で
「
英
語
を
勉
強
す
る
に
は
タ

ク
シ
ー
乗
務
を
︵
そ
の
１
︶︵
そ
の

２
︶」
で
書
い
て
い
る
。

　

現
在
の
私
は
75
歳
の
後
期
高
齢

者
で
あ
り
、
そ
う
し
た
年
齢
で
ク

ル
ー
ズ
船
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
に

対
す
る
仕
事
の
一
環
と
し
て
、
英

語
の
学
習
を
迫
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
大
変
で
も
あ
る
が
、
そ
の
一
方

で
有
難
い
こ
と
で
も
あ
る
と
感
じ

て
い
る
。

　

振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
結
果
的

に
英
語
の
習
得
と
言
う
点
で
、
い

ず
れ
も
中
途
半
端
に
終
わ
っ
て
い

る
が
、
自
分
の
人
生
の
中
で
、
英

語
と
の
関
り
が
様
々
な
場
面
で
あ

り
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
出
来
事

を
こ
の
団
塊
耕
志
録
に
コ
ラ
ム
と

し
て
書
い
て
き
た
こ
と
に
奇
妙
な

縁
を
感
ず
る
。
未
完
の「
英
語
道
」

の
ジ
グ
ザ
グ
を
、
自
分
の
歴
史
の

中
で
確
認
す
る
の
も
楽
し
い
か
も

知
れ
な
い
。

  

オ
リ
ジ
ン
時
代
の
英
語

　

シ
ス
テ
ム
オ
リ
ジ
ン
時
代
は
、

タ
ク
シ
ー
専
門
の
ソ
フ
ト
ハ
ウ
ス

と
し
て
、
お
よ
そ
英
語
の
世
界
と

は
縁
が
薄
か
っ
た
。

　

た
だ
、
ま
だ
シ
ス
テ
ム
オ
リ
ジ

ン
の
事
務
所
が
、
東
海
道
五
十
三

次
の
二
十
一
番
目
の
宿
場
町
で
あ

っ
た
岡
部
︵
現
在
の
藤
枝
市
︶
に

あ
っ
た
創
業
ま
も
な
い
頃
、
山
あ

い
に
あ
っ
た
事
務
所
に
西
洋
人
が

突
如
と
し
て
迷
い
込
ん
で
来
て
道

を
聞
か
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ

れ
に
、
た
ど
た
ど
し
い
英
語
で
答

え
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
ち
ょ

っ
と
親
し
く
な
り
、
当
時
自
分
が

住
ん
で
い
た
清
水
市
︵
現
在
は
静

岡
市
︶
の
ア
パ
ー
ト
に
一
泊
し
て

も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　

そ
の
時
に
何
を
話
し
た
か
は
あ

ま
り
覚
え
て
い
な
い
が
、
経
済
的

な
話
に
何
も
答
え
る
こ
と
が
出
来

ず
、
歯
が
ゆ
か
っ
た
こ
と
だ
け
は

今
で
も
覚
え
て
い
る
。

  

チ
ー
ム
ネ
ク
ス
ト
の

  

時
代
の
英
語

　

英
語
に
は
あ
ま
り
縁
が
無
か
っ

た
私
の
シ
ス
テ
ム
オ
リ
ジ
ン
時
代

だ
が
、
２
０
０
８
年
に
「
チ
ー
ム

ネ
ク
ス
ト
」
を
設
立
し
、
時
に
海

外
研
修
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
は
、
改
め
て
「
も
っ
と
英
語
を

話
す
こ
と
が
出
来
た
ら
！
」
と
思

う
機
会
が
増
え
た
。

　

２
０
１
５
年
３
月
の
第
73
回
コ

ラ
ム
「
肥
後
と
ロ
ン
ド
ン
」、
２

０
１
６
年
の
第
95
回
「
チ
ー
ム
ネ

ク
ス
ト
ｉ
ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
」、

そ
し
て
第
１
０
４
回
「
続
Ｔ
Ｓ
Ｔ

清野 吉光（きよの よしみつ） 略歴
1950 年 長野県四賀村生まれ、印刷関係など様々な職業に従事。
1976 年 清水市の日の丸交通入社。1980 年 静岡市内の事務機器セ
ンターに入社。1982 年 システムオリジンを仲間と創業、専務取締
役。1992 年 代表取締役社長就任。2016 年３月 システムオリジン
社長退任。クリアフィールド取締役。2021年５月 一般社団法人静岡
TaaS代表理事に就任。2023 年６月 システムオリジン取締役を退任。

清野吉光氏のコラム

団 塊 耕 志 録
第170回

団塊耕志録
と英語

アメーバブログを始めました！
http://ameblo.jp/ykiyono800
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サイ
トへ
GO
！

タクシー専門求人サイト！

９:00 から 21:00 お問い合わせ受付中 ▶▶ 0120-84-8284

運転
の仕
事 .
 jp

80％以上が未経験者からの応募！ タクシー経験のない人にも分かりやすくサイトで紹介！

COLUMN 清野吉光氏
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ｉ
Ｅ
ド
ラ
イ
バ
ー
に
な
ろ
う
﹄
で

は
２
０
１
７
年
９
月
の
フ
ィ
リ
ピ

ン
・
マ
ニ
ラ
研
修
に
備
え
た
２
週

間
の
マ
ニ
ラ
で
の
語
学
留
学
に
触

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
年
の

６
月
に
チ
ー
ム
ネ
ク
ス
ト
の
事
務

局
長
で
あ
る
野
田
さ
ん
と
、
９
月

に
予
定
し
て
い
た
研
修
に
備
え
て
、

マ
ニ
ラ
の
新
聞
社
や
大
学
に
下
見

に
行
っ
た
際
、
あ
ま
り
に
も
自
分

の
英
語
力
の
酷
さ
に
焦
り
を
感
じ
、

急
遽
、
そ
の
前
の
８
月
に
２
週
間

の
短
期
の
語
学
留
学
を
行
っ
た
時

の
も
の
だ
。

　

し
か
し
、
語
学
は
こ
う
し
た
短

期
の
留
学
で
は
ど
う
に
か
な
る
も

の
で
は
な
く
、
９
月
の
研
修
は
英

語
的
に
は
不
本
意
な
結
果
に
終
わ

っ
て
し
ま
っ
た
︙
。

  

Ｔ
Ｓ
Ｔ
ｉ
Ｅ
ド
ラ
イ
バ
ー

  

に
な
ろ
う
！

　

Ｔ
Ｓ
Ｔ
ｉ
Ｅ
と
は
、
２
０
１
５

年
か
ら
東
京
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ

ー
協
会
が
取
り
組
ん
で
い
る
観
光

英
語
対
応
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー

の
認
定
制
度
で
あ
り
、
こ
の
制
度

が
通
訳
案
内
士
法
の
改
正
で
「
地

域
通
訳
案
内
士
」
の
資
格
と
合
体

し
、
こ
の
Ｔ
Ｓ
Ｔ
ｉ
Ｅ
を
取
得
す

れ
ば
自
動
的
に
東
京
都
認
定
の
地

域
通
訳
案
内
士
の
資
格
が
得
ら
れ

る
、
と
い
う
も
の
だ
。

　

コ
ラ
ム
団
塊
耕
志
録
の
第
１
０

１
回︵
２
０
１
７
年
５
月
︶で
こ
の

制
度
に
触
れ
、
自
ら
こ
の
資
格
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
思
い
、
そ

の
資
格
取
得
の
条
件
で
あ
る
「
東

京
都
の
タ
ク
シ
ー
乗
務
員
で
あ
る

こ
と
」、「
東
京
シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
検

定
の
合
格
」、「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ド

ラ
イ
バ
ー
の
研
修
」、「
東
京
観
光

タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の
認
定
研

修
」、「
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
で
６
０
０
点

の
ク
リ
ア
」、「
観
光
英
語
対
応
ド

ラ
イ
バ
ー
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
︵
２

０
時
間
程
度
の
研
修
＋
ス
ピ
ー
チ

テ
ス
ト
︶」
の
完
遂
を
目
指
し
た
。

　

そ
の
結
果
、第
１
１
０
回︵
２
０

１
８
年
２
月
︶
の
コ
ラ
ム
で
、
最

後
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
し
、

形
の
上
で
「
東
京
都
地
域
限
定
通

訳
案
内
士
」の
資
格
を
得
た
が
、資

格
は
単
に
土
俵
に
上
る
た
め
の
必

要
条
件
で
あ
り
、
よ
い
相
撲
が
取

れ
る
か
ど
う
か
は
そ
の
後
の
実
践

で
の
努
力
次
第
で
あ
る
、
と
い
う

こ
と
を
痛
感
し
た
。

　

結
局
、
一
度
も
通
訳
案
内
士
と

し
て
の
実
務
に
携
わ
る
こ
と
も
な

く
、
２
０
１
８
年
10
月
か
ら
Ｄ
ｉ

Ｄ
ｉ
ア
プ
リ
の
全
国
展
開
を
手
伝

う
こ
と
に
な
っ
た
。
Ｄ
ｉ
Ｄ
ｉ
モ

ビ
リ
テ
ィ
ジ
ャ
パ
ン
の
社
内
で
は
、

英
語
が
飛
び
交
っ
て
い
る
の
だ
が
、

日
本
人
社
員
と
中
国
人
社
員
の
英

語
ト
ー
ク
に
は
、
た
だ
た
だ
感
心

す
る
ば
か
り
で
、
そ
の
ト
ー
ク
に

加
わ
る
こ
と
は
残
念
な
が
ら
出
来

な
か
っ
た
。
一
方
で
、
英
語
で
ト

ー
ク
が
出
来
る
こ
と
が
仕
事
の
本

質
で
は
な
い
こ
と
を
学
ん
だ
の
も

こ
の
Ｄ
ｉ
Ｄ
ｉ
モ
ビ
リ
テ
ィ
ジ
ャ

パ
ン
で
の
２
年
間
で
あ
っ
た
。

　

Ｄ
ｉ
Ｄ
ｉ
モ
ビ
リ
テ
ィ
ジ
ャ
パ

ン
で
の
仕
事
が
終
了
し
た
後
、
東

京
の
住
居
を
引
き
払
い
、
静
岡
に

戻
っ
て
タ
ク
シ
ー
会
社
・
駿
河
交

通
の
Ｍ
＆
Ａ
と
一
般
社
団
法
人
静

岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
の
設
立
に
携
わ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

そ
し
て
、
静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
設
立

３
年
目
に
し
て
、
ク
ル
ー
ズ
船
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
客
へ
の
営
業
と
タ
ク

シ
ー
チ
ャ
ー
タ
ー
の
配
車
を
通
じ

て
英
語
で
の
実
務
に
携
わ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

現
在
、
静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
で
は
２

人
の
英
語
ネ
イ
テ
ィ
ブ
外
国
人
材

と
、
10
人
を
超
え
る
日
本
人
の
英

語
人
材
が
お
り
、
さ
ら
に
念
願
の

乗
務
員
自
身
が
新
た
な
能
力
と
し

て
「
英
語
乗
務
員
」
や
「
ア
プ
リ

乗
務
員
」
と
い
う
形
で
単
に
「
タ

ク
シ
ー
運
転
サ
ー
ビ
ス
」
の
提
供

に
終
わ
ら
な
い
レ
ベ
ル
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

タ
ク
シ
ー
産
業
の
生
産
性
を
上

げ
る
に
は
、
も
ち
ろ
ん
「
地
域
全

体
最
適
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の

構
築
も
必
須
だ
が
、
乗
務
員
が
自

ら
の
英
語
能
力
を
高
め
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
と
い
う
新
た
な
需
要
を
取

り
込
み
、
時
間
当
た
り
の
生
産
性

を
高
め
る
必
要
も
あ
る
。
ま
だ
始

ま
っ
た
ば
か
り
の「
英
語
乗
務
員
」

や
「
ア
プ
リ
乗
務
員
」
の
仕
組
み

だ
が
、
こ
れ
か
ら
の
実
践
の
中
で

鍛
え
ら
れ
、
成
長
し
て
い
く
も
の

と
期
待
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
中

で
、
私
自
身
の
英
語
力
も
鍛
え
ら

れ
、
タ
ク
シ
ー
乗
務
員
時
代
の
自

分
が
目
指
し
た
よ
う
な
、
英
語
を

通
じ
て
の
世
界
と
の
自
由
な
触
れ

合
い
が
実
現
す
る
こ
と
を
、
遅
れ

ば
せ
な
が
ら
期
待
し
て
い
る
。

︵
２
０
２
５
年
２
月
20
日
記
︶



　

神
奈
川
県
タ
ク
シ
ー
協
会
横
浜
支
部

（
支
部
長
＝
太
田
宏
・
湘
南
交
通
社
長
）

は
２
月
17
日
、
横
浜
市
中
区
の
「
神
奈

川
県
ハ
イ
ヤ
ー
タ
ク
シ
ー
会
館
」
で
定

例
の
理
事
会
を
開
き
、
横
浜
市
都
市
整

備
局
都
市
交
通
課
の
担
当
者
か
ら
「
誰

も
が
移
動
し
や
す
い
身
近
な
地
域
交
通

の
確
保
に
つ
い
て
〜
地
域
の
総
合
的
な

移
動
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
で
出
か
け
た
く

な
る
ま
ち
づ
く
り
〜
」
と
題
し
た
説
明

を
受
け
て
質
疑
応
答
を
行
っ
た
ほ
か
、

横
浜
市
内
７
地
区
で
実
施
・
実
施
予
定
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
が
協

力
す
る
実
証
実
験
の
概
要
を
確
認
。

　

さ
ら
に
、
Ｊ
Ｒ
鶴
見
駅
東
口
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
へ
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
用
カ
メ
ラ
の
設
置
を
了
承
し
た
。

　

都
内
の
銀
座
乗
車
禁
止
地

区
に
お
い
て
、
３
月
３
日
か

ら
８
月
末
ま
で
の
半
年
間
、

無
線
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
の
一

部
（
外
堀
通
り
・
銀
座
六
丁

目
の
13
号
乗
り
場
）
を
、
配

車
ア
プ
リ
乗
り
場
と
の
併
用

と
す
る
試
験
運
用
を
行
う
こ

と
に
な
っ
た
。

　

銀
座
乗
車
禁
止
地
区
内
で
、
配
車
ア
プ
リ
を
使
っ
て
タ
ク
シ
ー

を
呼
ぼ
う
と
す
る
と
、
乗
車
位
置
と
し
て
13
号
乗
り
場
を
使
用
す

る
よ
う
配
車
ア
プ
リ
側
も
誘
導
対
応
す
る
。

バ
ス
だ
け
で
な
く
タ
ク
シ
ー
も
支
援
を

　

神
タ
協
横
浜
支
部
の
理
事
会
で

は
、
横
浜
市
都
市
整
備
局
都
市
交

通
課
の
担
当
者
か
ら
「
誰
も
が
移

動
し
や
す
い
身
近
な
地
域
交
通
の

確
保
に
つ
い
て
~
地
域
の
総
合
的

な
移
動
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
で
出
か

け
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
~
」
と

題
し
た
説
明
を
受
け
た
後
の
質
疑

３
月
３
日
〜
８
月
末
ま
で
試
験
運
用

　

東
京
を
代
表
す
る
繁
華
街
で
あ

る
中
央
区
の
銀
座
で
は
、
タ
ク

シ
ー
業
務
適
正
化
特
措
法
43
条
に

よ
っ
て
平
日
の
夜
10
時
~
翌
深
夜

１
時
ま
で
の
間
、
乗
車
禁
止
地
区

の
エ
リ
ア
内
で
は
乗
り
場
以
外
に

お
い
て
お
客
を
乗
せ
る
こ
と
が
禁

止
さ
れ
て
い
る
。
タ
ク
シ
ー
は
１

~
11
号
乗
り
場
の
ほ
か
、
無
線
タ

ク
シ
ー
乗
り
場
と
し
て
13
~
18
号

乗
り
場
、
さ
ら
に
ハ
イ
ヤ
ー
乗
り

応
答
で
、
太
田
宏
支
部
長
は
、
横

浜
市
に
よ
る
、
バ
ス
事
業
に
対
す

る
生
活
交
通
バ
ス
路
線
維
持
制
度

に
よ
る
補
助
や
、
民
間
バ
ス
事
業

者
の
運
転
士
を
対
象
と
し
た
住
宅

手
当
補
助
制
度
の
創
設
な
ど
を
挙

げ
て
、「
タ
ク
シ
ー
の
こ
と
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
」
な
ど
と
指

摘
。
こ
れ
に
、
都
市
交
通
課
の
担

当
者
は
「
現
状
を
維
持
し
て
、
既

存
の
バ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
守
る

場
と
し
て
１
０
１
・
１
０
２
・
１

０
５
・
１
０
７
乗
り
場
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、
外
堀
通
り
の
銀
座

六
丁
目
︵
玉
泉
堂
前
︶
に
あ
る
13

号
無
線
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
を
、
配

車
ア
プ
リ
と
の
併
用
乗
り
場
と
し

て
、
３
月
３
日
か
ら
８
月
末
ま
で

の
半
年
間
、
試
験
運
用
す
る
。

　

銀
座
乗
車
禁
止
地
区
の
周
辺
道

路
で
待
機
す
る
ア
プ
リ
配
車
の
タ

ク
シ
ー
が
目
立
つ
状
況
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
一
定
の
対
策
を
講
じ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

神
タ
協
横
浜
支
部
が
定
例
の
理
事
会

横
浜
市
が
地
域
交
通
の
確
保
で
説
明

t o p i c s

銀
座
乗
車
禁
止
地
区
に
ア
プ
リ
乗
り
場

13
号
無
線
タ
ク
乗
り
場
併
用
で
実
施

t o p i c s

た
め
」
な
ど
と
し
て
理
解
を
求
め

た
が
、太
田
支
部
長
は「
タ
ク
シ
ー

業
界
と
し
て
も
限
ら
れ
た
運
転
者

の
中
か
ら
市
の
取
組
に
協
力
し
て

い
る
」
と
し
て
、
タ
ク
シ
ー
事
業

へ
の
支
援
に
つ
い
て
も
検
討
を
要

請
し
た
。

鶴
見
駅
東
口
乗
り
場
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
鶴
見
駅
東
口
タ
ク

シ
ー
乗
り
場
へ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

カ
メ
ラ
の
設
置
に
関
し
て
は
、
大

野
慶
太
・
副
支
部
長
︵
東
宝
タ
ク

シ
ー
社
長
︶が
概
要
を
説
明
し
て
、

「
神
タ
協
の
供
給
力
確
保
対
策
特

別
委
員
会
で
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
の

利
用
者
利
便
向
上
を
検
討
し
た
結

果
、
千
葉
県
タ
ク
シ
ー
協
会
京
葉

支
部
の
取
組
を
モ
デ
ル
と
し
た
タ

ク
シ
ー
乗
り
場
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
、
鶴
見
駅

東
口
で
の
タ
ク
シ
ー
利
用
者
の
待

ち
時
間
の
減
少
効
果
に
つ
い
て
、

今
年
度
中
を
メ
ド
に
実
証
実
験
を

実
施
す
る
」
な
ど
と
し
た
。

鶴
見
駅
東
口
に
入
構
す
る
法
個
タ

ク
シ
ー
事
業
者
で
協
議
会
を
立
ち

上
げ
、
鶴
見
駅
前
に
あ
る
日
野
交

通
所
有
の
「
第
２
日
野
ビ
ル
」
の

屋
上
に
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
乗
り

場
状
況
を
配
信
す
る
。
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本
紙
・
論
風
一
陣
で
東
京
都
特
別

区
・
武
三
地
区
の
暫
定
増
車
で
日
本

交
通
グ
ル
ー
プ
が
４
０
０
台
超
（
本

体
・
直
営
子
会
社
で
３
０
０
台
＋
業

務
提
携
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
で
１

０
０
台
超
）
も
の
申
請
を
し
た
こ
と

を
論
じ
ま
し
た
。
日
本
交
通
と
直
営

子
会
社
だ
け
で
３
０
０
台
。
こ
れ
だ

け
の
申
請
が
出
せ
る
の
は
、
確
実
に

増
車
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
見
越
し

て
車
両
の
代
替
時
期
を
調
整
す
る
な

ど
の
事
前
の
準
備
が
出
来
て
い
た
か

ら
、
と
の
声
も
出
て
い
ま
す
。
他
社

で
は
、
暫
定
増
車
の
確
実
な
実
施
は

予
見
が
出
来
ず
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感

も
事
前
に
は
分
か
ら
な
い
た
め
、
実

施
が
決
ま
っ
て
か
ら
慌
て
て
水
面
下

で
の
車
両
手
当
に
四
苦
八
苦
し
た
と

の
こ
と
。
そ
れ
に
し
て
も
改
正
タ
ク

シ
ー
特
措
法
の
準
特
定
地
域
は
、
供

給
過
剰
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

と
し
て
新
規
事
業
許
可
や
増
車
を
認

め
な
い
と
指
定
し
て
い
て
、
そ
こ
で

暫
定
と
は
い
え
増
車
す
る
と
は
、
い

く
ら
腕
組
み
を
し
て
考
え
て
も
辻
褄

が
合
い
ま
せ
ん
。〈
世
〉

★

　

週
末
の
大
阪
出
張
か
ら
の
帰
路
を

ど
う
す
る
か
は
、
い
つ
も
悩
む
と
こ

ろ
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
大
阪
・
京

都
・
兵
庫
・
滋
賀
・
奈
良
を
し
っ
か

り
と
巡
り
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
三

編
集
後
記

　

宝
島
社
は
こ
の
ほ

ど
、「
若
き
『
総
理

候
補
』
の
実
像
と
小

泉
家
４
代
の
ド
ラ

マ
」
と
し
な
が
ら
、

「
小
泉
進
次
郎
の
挑

戦　

逆
襲
の
シ
ナ
リ

オ
を
探
る
」
と
題
し

た
ム
ッ
ク
本
を
出
版
し
た
。
価
格
は
１
５
４
０
円
（
税
込
み
）。

　

昨
秋
の
自
民
党
総
裁
選
挙
で
一
敗
地
に
塗
れ
た
小
泉
進
次
郎
・

衆
院
議
員
を
取
り
上
げ
た
宝
島
社
の
ム
ッ
ク
本「
若
き『
総
理
候
補
』

の
実
像
と
小
泉
家
４
代
の
ド
ラ
マ
〜
小
泉
進
次
郎
の
挑
戦　

逆
襲

の
シ
ナ
リ
オ
を
探
る
」
は
、第
１
章
「
総
理
へ
の
道
」、第
２
章
「
小

泉
家
４
代
の
物
語
パ
ー
ト
１
」、第
３
章
「
小
泉
家
４
代
の
物
語
パ
ー

ト
２
」、
第
４
章
「
小
泉
進
次
郎
リ
ー
ダ
ー
の
言
葉
」
で
構
成
。

　

小
泉
家
４
代
の
物
語
で
は
、
入
れ
墨
大
臣
と
呼
ば
れ
、
戦
前
の

濱
口
雄
幸
内
閣
で
逓
信
大
臣
を
務
め
た
故
・
小
泉
又
次
郎
氏
、
そ

の
娘
婿
と
し
て
、
敗
戦
後
は
公
職
追
放
に
も
な
り
な
が
ら
、
又
次

郎
氏
の
地
盤
を
引
き
継
い
で
池
田
隼
人
内
閣
で
防
衛
庁
長
官
を
務

め
た
故
・
小
泉
純
也
氏
、
そ
の
息
子
で
内
閣
総
理
大
臣
ま
で
務
め

た
小
泉
純
一
郎
氏
、
そ
し
て
、
そ
の
息
子
の
小
泉
進
次
郎
・
衆
院

議
員
が
、
昨
秋
の
自
民
党
総
裁
選
挙
で
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
解
禁
を

公
約
に
掲
げ
な
が
ら
、
高
市
早
苗
・
衆
院
議
員
や
石
破
茂
・
現
内

閣
総
理
大
臣
に
得
票
数
で
負
け
て
３
位
と
な
り
、
決
選
投
票
に
進

め
な
か
っ
た
経
過
な
ど
を
振
り
返
り
な
が
ら
「
逆
襲
の
シ
ナ
リ
オ

を
探
る
」
な
ど
と
し
て
い
る
。

小
泉
進
次
郎
・
衆
院
議
員
の
ム
ッ
ク
本

若
き「
総
理
候
補
」逆
襲
の
シ
ナ
リ
オ

t o p i c s

連
休
（
２
月
22
日
〜
24
日
）
と
あ
っ

て
、
と
に
か
く
ホ
テ
ル
代
が
高
い
。

そ
こ
で
、
大
阪
〜
高
山
〜
平
湯
温
泉

〜
松
本
〜
白
馬
〜
東
京
と
移
動
す
る

こ
と
に
。
岐
阜
県
の
高
山
に
は
、
飛

騨
ほ
お
の
き
平
ス
キ
ー
場
が
あ
る
ほ

か
、
レ
ト
ロ
な
古
い
町
並
み
（
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
）
が
外
国
人

に
人
気
な
の
か
、
観
光
客
で
凄
い
人

混
み
で
し
た
。飲
食
店
も
、高
山
ラ
ー

メ
ン
と
飛
騨
牛
ば
か
り
、
と
い
っ
た

感
じ
で
、
完
全
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を

中
心
と
し
た
観
光
客
対
応
に
シ
フ
ト

し
て
い
る
状
況
で
し
た
。白
馬
で
は
、

ス
キ
ー
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
だ
タ
ク

シ
ー
が
ピ
ス
ト
ン
運
行
し
て
お
り
、

ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
車
両
で
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
観
光
客
が
長
野
県
の
白
馬
か
ら
千

葉
県
の
成
田
空
港
や
愛
知
県
の
中
部

空
港（
セ
ン
ト
レ
ア
）に
向
か
う
ケ
ー

ス
も
多
い
と
の
こ
と
。
ち
な
み
に
白

馬
か
ら
成
田
空
港
ま
で
は
約
３
５
０

キ
ロ
、
中
部
空
港
ま
で
は
約
３
１
０

キ
ロ
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
に
よ
る
タ

ク
シ
ー
バ
ブ
ル
は
、
あ
る
と
こ
ろ
に

は
あ
る
よ
う
で
す
。〈
熊
〉

★

タ
ク
シ
ー
支
援
サ
ー
ビ
ス

社
長
に
徳
差
和
則
氏

　

タ
ク
シ
ー
中
古
車
斡
旋
販
売
や
有

料
職
業
紹
介
、
採
用
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
、
安
全
運
転
サ
ポ
ー
ト
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
タ
ク
シ
ー
会
社
向
け
の

事
業
を
展
開
す
る
、
タ
ク
シ
ー
支
援

サ
ー
ビ
ス
（
静
岡
県
静
岡
市
）
は
こ

の
ほ
ど
開
催
し
た
定
時
株
主
総
会
と

取
締
役
会
に
お
い
て
、
社
長
の
交
代

を
決
め
た
。
代
表
取
締
役
社
長
の
内

田
和
好
氏
が
代
表
取
締
役
会
長
と
な

り
、
後
任
の
取
締
役
社
長
に
徳
差
和

則
氏
が
就
任
し
た
。★

〈
捕
捉
〉

　

本
紙
Ｔ
ａ
ｘ
ｉ
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
２

月
10
日
付
（
４
７
４
号
）
の
「
需
要

予
測
シ
ス
テ
ム『
ホ
ー
ク
ア
イ
』」「
興

進
タ
ク
シ
ー
の
濱
田
社
長
に
聞
く
」

の
記
事
中
で
、「
天
候
や
季
節
、
時

間
帯
ご
と
の
乗
車
ポ
イ
ン
ト
な
ど

の
タ
ク
シ
ー
営
業
に
係
る
様
々
な

情
報
や
デ
ー
タ
を
収
集
」
の
う
ち
、

「
天
候
」
に
関
し
て
は
、
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
時
の
機
能
拡
張
で
の
対

応
と
な
り
ま
す
。
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TOPICS

地方の「交通空白」解消が焦点化
石破総理も強い問題意識を示す

9

TOPICS

隣接営業区域で日本版RSを運行
広島のつばめ交通に全国初の許可

10

TOPICS

全タク連が定例の正副会長会議
地方「移動の足」確保と供給対策

12

TOPICS

大阪タクシー協会が理事会を開く
大阪・関西万博の輸送対応を報告

14

TOPICS

運賃改定への動きが全国に拡がる
大阪地区はアンケート調査も実施

15

TOPICS

関運局管内での暫定増車申請状況
特別区武三743台超、他はゼロ

15

TOPICS

公共RSで貨客混載の実証実験
Uberが日本郵便や加賀市と提携

16

TOPICS

乗務員数の回復傾向も二極化示す
東北や九州の各県で厳しい状況に

19

TOPICS

横浜市が子育てタクシーに補助金
普及促進事業で新規1000万円

22

TOPICS

神タ協横浜支部が定例の理事会
横浜市が地域交通の確保で説明

22

TOPICS

銀座乗車禁止地区にアプリ乗り場
13号無線タク乗り場併用で実施

23

TOPICS

小泉進次郎・衆院議員のムック本
若き「総理候補」逆襲のシナリオ
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生活することの大変さを実感します。
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